
　2025年度がスタートしました。弊誌の特集は今年度も、答えが１つ
ではない中長期的な課題をテーマとして取り上げるとともに、そのテー
マに対する弊誌の見解を、データや事例に基づいて示してまいります。
　さて、新年度１号目の本特集のテーマは “教師の学び ”です。その具
体例として想起されやすいと思われるものの１つに “研修 ”があります
が、研修と言うと、「研修担当者（講師）から教わる」といったイメージ
もあり、ともすると受け身になりがちです。そのため、校務が多忙な上、
働き方改革も求められている先生方の中には、歯がゆい思いをされてい
る先生も少なくないかもしれません。
　一方で変化の激しい今の時代、教師にも学び続けることが一層求めら
れており、2022年12月の中央教育審議会の答申（＊）においても、
生徒の学びと教師の学びは相似形を成すものであり、生徒と同様、教師
にも、「個別最適な学び」と「協働的な学び」とを一体的に充実した「主
体的・対話的で深い学び」が求められると示されています。ではどうし
たら、そうした教師の学びを実現することができるのか、主体的に学び
合う教師集団をつくることができるのか。今号はその問いについて、先
生方とともに考えてまいります。

　  編集部　統括責任者　柏木　崇

 P. 4	 課題整理
	 	 教師に求められる資質・能力は何か。
	 	 その向上のために学校組織として何をすべきか
 P. 6	 事例 1　東京都・私立かえつ有明中・高校
	 	「聴く」ことを大切にした安心・安全な場が、
	 	 教師の学び合いと挑戦を支える
 P. 10 事例 2　東京都・私立多摩大学附属聖

ひじり

ヶ
が

丘
おか

中学高校
	 	 教師主体の校内研修で対話の重要性を共有し、
	 	 自走して改革に取り組む教師集団を形成
 P. 14	 事例 3　岐阜県立飛

ひ だ

驒高
たかやま

山高校
	 	「自走力」を軸に、教育活動や研修体制を刷新。
	 	 教師が得た知見を生かす仕組みを構築
 P. 18	 学校を超えた実践　「若手教師・教育創造ＭＴＧ」の取り組み
	 	 若手教師がオンラインで自身が抱える悩みを共有し、
	 	 解決策を仲間と模索しながら、自校で実践する
	 P. 22	本特集テーマについて管理職、識者と語り合う　
	 	 教師同士が互いの言葉に耳を傾け、
	 	 異なる価値観、経験に気づくことで、
	 	 学校の中でつながっていく
	 	 東京都立多摩高校　校長　上

かみむら

村礼子
	 	 株式会社 roku you代表取締役、
  一般社団法人日本SEL推進協会 代表理事　下

しも

向
むかい

依
え り

梨
	 	 編集部　統括責任者　柏木　崇

主
体
的
に
学
び
合
う
教
師
集
団
を

ど
う
つ
く
る
か
？

特 集

写真　上：東京都立多摩高校（P.25）、
下：東京都・私立かえつ有明中・高校（P.7）

＊　中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方
について～『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集
団の形成～（答申）」。
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「令和の日本型学校教育」を担う教師、及び教職員集団の姿

主体的に学ぶ教師の姿、
主体的に学び合う
教師集団は、
どうすれば

実現することができるか。

激
に
変
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
創
り
手
と
な
る

よ
う
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
そ
の
教
育
の
担
い
手
で
あ
る
教

師
に
求
め
ら
れ
る
学
び
の
姿
と
し
て
示
さ
れ

た
の
が
、「
主
体
的
な
姿
勢
」「
継
続
的
な
学
び
」

「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的
な
学
び
」
だ
。

学
校
や
教
育
委
員
会
等
が
提
供
す
る
学
び
を

活
用
し
つ
つ
、
教
師
自
ら
が
主
体
的
に
学
ぶ

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　そ
う
し
て
個
々
に
資
質
・
能
力
を
高
め
た

教
師
か
ら
成
る
学
校
組
織
が
、
集
団
と
し
て

力
を
発
揮
し
て
生
徒
を
支
援
し
て
い
く
た
め

に
は
、
多
様
な
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
重
要
だ
。
管

理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
が
今
後
一
層
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

急先生方とともに考えたい「問い」

教師の姿の実現に向けて求められる
「新たな教師の学びの姿」

教職員集団の姿の実現に向けて求められる
「多様な専門性を有する
質の高い教職員集団の形成」

• 変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的
に学ぶという「主体的な姿勢」

• 求められる知識・技能が変わっていくことを意識した
「継続的な学び」

• 新たな領域の専門性を身につけるなど、強みを伸ば
すための、一人ひとりの教師の個性に即した「個別
最適な学び」 

• 他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的
な学び」

• 学校組織のレジリエンスを高めるために、教職員集
団の多様性が必要。

• 教師一人ひとりの専門性を高めるとともに、民間企
業等の勤務経験のある教師などを取り込むことで、
教職員集団の多様性を一層向上させる。

• 学校管理職のリーダーシップの下、心理的安全性の
確保、教職員の多様性を配慮したマネジメントを実
施。

※中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高
い教職員集団の形成～（答申）」（2022年 12月）を基に編集部で作成。

写真　岐阜県立飛驒高山高校
（P.17）

写真　東京都・私立多摩大学
附属聖ヶ丘中学高校（P.11）

教師の姿
• 環境の変化を前向きに受け止め、教職生涯を通じて学

び続けている。
• 子ども一人ひとりの学びを最大限に引き出す教師とし

ての役割を果たしている。
• 子どもの主体的な学びを支援する伴走者としての能力

も備えている。

教職員集団の姿
多様な人材の確保や教師の資質・能力の向上により、質
の高い教職員集団が実現し、多様なスタッフ等とチーム
となり、校長のリーダーシップの下、家庭や地域と連携
しつつ、学校が運営されている。
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２
０
２
１
年
１
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の

答
申（
＊
１
）で
示
さ
れ
た「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
」の
実
現
に
向
け
て
、中
央
教
育
審

議
会
の
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
を

担
う
教
師
の
在
り
方
特
別
部
会
」
で
は
、
教

師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
等
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
教
師
に

共
通
的
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
柱
が
、

①
教
職
に
必
要
な
素
養
、
②
学
習
指
導
、
③

生
徒
指
導
、
④
特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応
、
⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情

報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用
の
５
項
目
で
整

理
さ
れ
た
（
図
１
）。
加
え
て
、
管
理
職
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
、
教

師
に
共
通
的
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を

基
礎
と
し
た
上
で
、
学
校
内
外
の
環
境
に
関

す
る
情
報
の
収
集
や
分
析
と
い
っ
た
ア
セ
ス

メ
ン
ト
や
、
学
校
内
外
の
関
係
者
と
協
働
し

て
学
校
の
教
育
力
を
最
大
化
す
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
教
師
個
々
が
力
を
発
揮
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
と
示
さ
れ
た
（
図
２
）。

　
そ
し
て
22
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
答
申

（
＊
２
）
に
お
い
て
、
教
師
自
身
の
学
び
も

転
換
を
図
る
な
ど
、
新
た
な
教
師
の
学
び
の

姿
（
Ｐ
．３
参
照
）
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、
文

部
科
学
省
は
24
年
度
、
研
修
の
受
講
や
受
講

履
歴
記
録
の
作
成
を
一
元
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
る
「
全
国
教
員
研
修
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
『
Ｐプ

ラ

ン

ト

ｌ
ａ
ｎ
ｔ
』」
を
構
築
し
た
（
図
３
）。

　
教
師
の
主
体
的
な
学
び
の
組
織
的
な
実
現

に
向
け
て
は
、
本
誌
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
け
る
教
師
の
声
や
今
号
の
取
材

を
通
じ
て
、
次
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
。

【
課
題
１
】
教
師
個
々
の
課
題
や
悩
み
に
つ

い
て
他
の
教
師
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
つ
く
る
　

　「
同
僚
と
教
育
論
や
指
導
方
法
な
ど
に
つ

い
て
議
論
す
る
機
会
が
減
っ
た
」「
教
師
と
し

て
の
資
質
・
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
問
い
に

つ
い
て
、
校
務
に
追
わ
れ
て
教
師
間
で
議
論

す
る
余
裕
が
な
い
」
な
ど
の
声
か
ら
、
教
師

間
の
対
話
が
少
な
い
状
況
が
う
か
が
え
た
。

多
様
な
教
師
の
か
か
わ
り
合
い
を
ど
の
よ
う

に
設
け
る
か
が
課
題
の
１
つ
だ
と
言
え
る
。

【
課
題
２
】
自
校
の
教
師
と
し
て
必
要
な
資

質
・
能
力
を
明
確
化
し
、
学
校
全
体
で
共
有

す
る

　
生
徒
主
体
の
授
業
へ
と
転
換
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
授
業
づ
く
り
に
戸
惑
う
教
師
も
い

る
。
具
体
的
に
は
、「
生
徒
か
ら
主
体
性
を

引
き
出
し
、
生
徒
の
成
長
を
支
援
す
る
た
め

に
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
が
何
か

を
、
自
分
も
含
め
て
十
分
理
解
で
き
て
い
な

い
と
思
う
」「
管
理
職
が
教
師
の
資
質
・
能

力
の
向
上
を
あ
ま
り
意
識
し
て
お
ら
ず
、
現

場
の
教
師
も
自
身
の
学
び
を
重
視
し
て
い
な

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。
学
校
と
し

て
自
校
の
教
師
が
身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・

能
力
を
明
確
化
し
、
全
教
師
で
共
有
す
る
こ

と
も
課
題
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

【
課
題
３
】
チ
ー
ム
と
し
て
自
校
の
教
師
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
発
揮
す
る

　「
教
師
の
経
験
の
差
か
ら
出
る
指
導
の
ば

ら
つ
き
は
、
研
修
だ
け
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

熱
心
な
教
師
と
そ
う
で
な
い
教
師
に
乖
離
が

あ
る
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。
教
師
一

人
ひ
と
り
の
強
み
や
弱
み
を
踏
ま
え
、
チ
ー

ム
と
し
て
自
校
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
は
何
か
。

そ
の
向
上
の
た
め
に
学
校
組
織
と
し
て
何
を
す
べ
き
か

２
０
２
２
年
12
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
に
お
い
て
教
師
に
共
通
的
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
が
再
整
理
さ
れ
、文
部
科
学
省
は
教
師
の
主
体
的
な
学
び
を

支
援
す
る
た
め
の
研
修
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
生
徒
の
学
び
と
と
も
に
、
教
師
自
身
の
学
び
も
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
と
を
一
体
的
に
充
実
し
た

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
中
、
学
校
組
織
と
し
て
教
師
の
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い
く
上
で
の
課
題
と
は
何
か
。教
師
の
声
を
基
に
整
理
し
た
。

課題整理

＊１　「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して〜全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと， 協働的な学びの実現〜（答申）」。
＊２　「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について〜『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員
集団の形成〜（答申）」。

教
師
に
共
通
的
に
求
め
ら
れ
る

資
質・
能
力
の
５
つ
の
柱

管
理
職
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、学
び
の

目
的
の
明
確
化
と
対
話
の
場
づ
く
り
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次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
右
ペ
ー
ジ
で
挙
げ
た
課
題
に
取
り
組
む
学
校
を
紹
介
す
る
。
各
校
の
実
践
を
通
じ

て
、
本
特
集
の
問
い
で
あ
る
「
主
体
的
に
学
び
合
う
教
師
集
団
を
ど
う
つ
く
る
か
？
」
の
答
え
を
明
確

化
し
て
い
く
。

ワンストップ化された多様な研修の申し込みから受講、修了判定、教員育成指標と連携された研修受講履歴の自動作成など、
各種機能を備えたシステムを構築し、活用を推進することにより、「新たな教師の学び」の効率的・効果的な実施に資する。
※中央教育審議会「多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成を加速するための方策について（諮問）」（2024年12月）の参考資
料を基に編集部で作成。

※文部科学省「公立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する
指針に基づく教師に共通的に求められる資質の具体的内容」（2022年８月）を基に編集部で作成。

　　　「特別な支援・配慮を必要とする子供への対応」は、「学習指導」「生徒指導」を
個別に行うものとしての位置づけ。
　　　「ＩＣＴや情報・教育データの利活用」は、「学習指導」「生徒指導」「特別な配慮
や支援を必要とする子供への対応」をより効果的に行うための手段としての位置づけ。

※上記に関連して、マネジメント、コミュニケーション（ファシリテーションの作用を含む）、
連携協働などが横断的な要素として存在

※中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の
養成・採用・研修等の在り方について〜『新たな教師の学び
の姿』の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団
の形成〜（答申）」（2022年12月）を基に編集部で作成。

教職に必要な素養
に主として関するもの

豊かな人間性　責任感　人権意識　社会性
使命感　教育的愛情　倫理観　等

学
習
指
導

に
主
と
し
て
関
す
る
も
の

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要

と
す
る
子
供
へ
の
対
応

に
主
と
し
て
関
す
る
も
の

生
徒
指
導

に
主
と
し
て
関
す
る
も
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
情
報
・

教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用

に
主
と
し
て
関
す
る
も
の

注２注１

注１

注２

機能２ 機能４

機能３

研修の推薦等手続き 研修受講履歴の
作成・閲覧

研修の受講

• 教育委員会が、指標研修の受講者
の推薦や決定を実施。 

• 教員が、一般研修用に研修動画や
集合研修を検索・申し込み。

• システムを通じて受講した研修の受
講履歴は、成果確認を経て自動作成。 

• 教員は、システム外で受講した一般
研修の受講履歴を手動で作成可能。

• 教員が、指標研修の受講や、大学等が
登録する研修動画の視聴等を実施。 

• 教育委員会等の研修主催者が、あ
らかじめ各研修に設定した成果確
認（テスト等）の結果に応じて修了
判定を実施。 

※国私立学校教員や、教員を目指す者等
も、「ゲストユーザー」として大学等が登
録する研修動画の視聴等を実施可能。

教育委員会
（任命権者・
服務監督権者）

研修受講履歴

教員研修
プラットフォーム

教育委員会の経費負担により、独立行政法人教
職員支援機構が一体的に運用。

注１） 図中の「→」は、システムによる各
手続きの流れの一例。
注２） 青枠は、教育委員会や教員が利用
できる機能。
注３） 赤枠は、教育委員会や教員以外も

「ゲストユーザー」として広く利用できる機
能。

研修受講履歴
記録システム

教員

学校管理職・
市教育委員会

教育委員会等
（研修主催者）

受講申し込み受講申し込み
研修動画・集合研修情報の登録

受講者決定

研修の受講

研修の検索

修了判定

受講者推薦受講者推薦

教員・
ゲストユーザー

教育委員会等
（研修主催者）

機能１ 研修動画コンテンツ・研修情報の登録
• 教育委員会や大学、公益法人等の研修主催者が、

システム上に研修動画や集合研修の情報を登録。

独立行政法人教職員支援機構 文部科学省

教育委員会 大学 公益法人等

任命する教員や任命する教員や
服務監督する教員の服務監督する教員の
研修受講履歴を閲覧研修受講履歴を閲覧

研修受講履歴を研修受講履歴を
手がかりに手がかりに
対話と奨励対話と奨励

所属する教員の所属する教員の
研修受講履歴を閲覧研修受講履歴を閲覧

自身の研修受講自身の研修受講
履歴を閲覧履歴を閲覧

学校管理職

教員等

オンデマンド
研修

コンテンツ

集合研修・
オンライン研修

情報

様々なデータや学校が置かれた
内外環境に関する情報について

収集・整理・分析し、共有すること
（アセスメント）

学校内外の
関係者の相互作用により、

学校の教育力を最大化していくこと
（ファシリテーション）

職場の心理的な安全を確保し、
働きやすい職場環境を

構築するとともに、教職員それぞれの
強みを生かし、教師の働きがいを

高めていくこと

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

「全国教員研修プラットフォーム『Plant』」の主な機能図３

図２  「令和の日本型学校教育」を担う校長等
の管理職に求められる資質・能力

図１  「令和の日本型学校教育」を担う教師に共通的に求められる資質・能力
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東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校
は
、

２
０
０
６
年
に
思
考
の
方
法
を
学
ぶ
独
自
の

科
目
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
科
」
を
、
15
年
度
に

対
話
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
１
）
を
教
育
課
程
の
軸

と
し
た
「
高
校
新
ク
ラ
ス
」
を
設
置
し
、
さ

ら
に
生
徒
が
各
自
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い

て
創
作
活
動
や
探
究
学
習
な
ど
に
取
り
組
む

独
自
の
科
目
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

　
高
校
新
ク
ラ
ス
や
２
つ
の
科
目
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
、
教
師
９
人
に
よ
る
立
ち
上
げ
メ

ン
バ
ー
（
以
下
、
メ
ン
バ
ー
）
が
、
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
ん
で
も
ら
い

た
い
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど
ん
な
授
業
を

通
じ
て
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
の
か
に
つ

い
て
議
論
し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
つ
く
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
生
徒
が
主
体
的

に
学
び
、
多
様
な
他
者
と
協
働
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
他
者
の
思
い
を
「
聴
く
」

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
安
心
・
安
全
な
場
」

が
重
要
だ
と
、
メ
ン
バ
ー
の
間
で
認
識
が
一

致
。
そ
れ
ら
は
教
師
自
身
が
体
現
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
だ
と
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
メ
ン
バ
ー
が
校
内
に
そ
の
風
土
を
広
め
、

同
校
の
教
育
活
動
の
土
台
と
し
て
定
着
し
て

い
っ
た
（
詳
細
は
後
述
）。
メ
ン
バ
ー
の
１

人
で
あ
る
佐
野
和
之
副
校
長
は
次
の
よ
う
に

振
り
返
る
。

　「
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
人
と
し
て
ど

う
あ
り
た
い
の
か
、
何
を
大
切
に
し
て
い
る

の
か
と
い
っ
た
思
い
を
語
り
合
っ
て
い
く
う

ち
に
、
自
分
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
望
ん
で
い
る

教
師
と
し
て
の
あ
り
方
や
学
校
の
存
在
意
義

が
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
腑
に
落
ち
て
い

き
ま
し
た
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い

る
価
値
観
や
強
み
は
異
な
り
ま
す
。
本
校
に

い
る
教
師
だ
か
ら
実
現
で
き
る
こ
と
、
取
り

組
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
こ
と
を
基
に
、
学

校
が
創
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
」

　
24
年
度
に
着
任
し
た
小
島
貴
子
校
長
は
、

同
校
の
教
師
に
は
、
個
性
を
認
め
合
う
マ
イ

ン
ド
が
あ
る
と
感
じ
た
と
い
う
。

　「
教
師
で
も
生
徒
で
も
、
自
分
に
足
り
な

い
資
質
・
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
力
を
入
れ

が
ち
で
す
が
、
本
校
の
教
師
は
、
個
人
が
持

つ
よ
さ
を
ど
う
伸
ば
す
か
、
ど
う
引
き
出
す

か
に
意
識
が
向
い
て
い
て
、
自
分
の
強
み
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
学
ん
で
い
る
と
感
じ

ま
す
。
生
徒
に
対
し
て
も
、
で
き
な
い
点
を

指
摘
す
る
減
点
方
式
の
考
え
方
で
指
導
し
て

※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

教
師
間
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、

目
指
す
方
向
性
を
形
づ
く
る

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か

注目ポイント

「
聴
く
」こ
と
を
大
切
に
し
た
安
心
・
安
全
な
場
が
、

教
師
の
学
び
合
い
と
挑
戦
を
支
え
る

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校

東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高
校
は
、
主
観
や
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
相
手
の
言
葉
を
た
だ
「
聴
く
」
こ
と
を
教
師
間
で
も
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
学
校
を
、
職
場
を
、

安
心
・
安
全
な
場
に
し
て
き
た
。
サ
イ
エ
ン
ス
科
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
の
週
１
回
の
ミ
ニ
研
修
で
は
、
各
教
師
の
授
業
に
対
し
て
、
教
師
が
率
直
に
気
づ
き
を
語
り
合
う
こ
と
で
、

様
々
な
角
度
か
ら
自
校
の
教
育
活
動
に
合
う
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
師
の
姿
は
生
徒
に
伝で

ん

播ぱ

し
、生
徒
の
主
体
的
な
学
び
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

事例1

主観や固定観念にとらわれずに「聴く」ことを
大切にした安心・安全な場づくり。

校内研修で様々な手法を学び、自校への取り入
れ方を検討する中で、教育活動の方向性を共有。

教師の提案はほぼ即決。チャレンジや学ぶ意
欲を後押しする管理職のマインド。

＊１　Problem Based Learning、あるいは Project Based Learning の略。
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い
な
い
た
め
、
生
徒
は
生
き
生
き
と
主
体
的

に
学
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
教
師
か
ら
の
提
案
の
ほ
と
ん
ど
は
実
施
を

即
決
し
て
い
る
と
、
佐
野
副
校
長
は
言
う
。

　「
多
額
の
費
用
や
校
舎
の
工
事
な
ど
が
必

要
な
提
案
は
、
校
長
や
関
係
部
署
と
相
談
し

て
判
断
し
ま
す
が
、
基
本
的
に
、
教
師
か
ら

提
案
さ
れ
る
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

す
ぐ
に
了
承
し
、
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
新
任
の
英
語
科
の
担
当
教
師
か

ら
、「
英
語
の
み
を
使
っ
て
過
ご
す
合
宿
を

次
年
度
に
実
施
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
」
と

聞
い
た
時
に
佐
野
副
校
長
は
、「
よ
い
取
り

組
み
だ
ね
。
今
は
ま
だ
６
月
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
企
画
を
詰
め
て
今
年
の
夏
季
休
業
中
に

実
施
し
た
ら
？
」
と
後
押
し
し
た
。
英
語
科

の
担
当
教
師
は
、
そ
の
場
で
了
承
が
得
ら
れ

た
こ
と
に
驚
き
つ
つ
も
、
す
ぐ
に
詳
細
な
計

画
を
作
成
し
て
参
加
者
を
募
り
、
そ
の
年
度

の
８
月
に
合
宿
を
実
施
し
た
。
そ
の
教
師
は

そ
れ
以
降
も
、
新
た
な
取
り
組
み
を
意
欲
的

に
提
案
し
、
実
行
し
て
い
る
と
い
う
。

　
現
在
、
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
校
内
研

修
の
１
つ
に
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
の
50
分

間
を
使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
「
ミ
ニ
研
修
」

が
あ
る
。
参
加
者
は
サ
イ
エ
ン
ス
科
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
を
担
当
し
て
い
る
教
師
約
40
人

で
、両
科
の
授
業
づ
く
り
を
目
的
に
、教
育
活

動
に
有
効
な
様
々
な
手
法
を
学
ん
で
い
る
。

　
同
研
修
の
前
半
は
、
教
師
が
外
部
研
修
な

ど
で
学
ん
だ
こ
と
が
共
有
さ
れ
た
り
、
専
門

家
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
受
け
た
り
す
る
こ

と
を
通
じ
て
新
た
な
手
法
を
学
び
、
後
半
は

そ
れ
ら
の
手
法
を
自
校
の
教
育
活
動
に
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
る
か
を
話
し
合
う
（
写

真
）。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、

各
教
師
が
授
業
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
同
研

修
で
共
有
。
見
い
だ
し
た
改
善
点
を
修
正
し

な
が
ら
自
校
に
合
っ
た
形
で
新
た
な
ア
プ
ロ

ー
チ
を
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
教
育
部
長
の
大
木
理
恵
子
先
生
は
、

教
師
が
共
創
す
る
場
の
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
ミ
ニ
研
修
は
、
高
校
新
ク
ラ
ス
が
設
置

さ
れ
た
頃
か
ら
、
規
模
や
形
式
を
変
え
な
が

ら
継
続
し
て
き
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
や
考
え
を
語
り
合
い
、
授
業
を

よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
の
場
と
い
う
点
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
践
し
た
結
果
に
対

し
て
、
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
の
気
づ

き
を
率
直
に
伝
え
る
こ
と
で
、
多
面
的
に
授

業
が
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

過
程
を
通
じ
て
、
各
教
師
が
大
切
に
し
た
い

こ
と
が
共
有
さ
れ
、
取
り
組
み
の
方
向
性
の

目
線
合
わ
せ
が
で
き
ま
す
」

　
研
修
の
テ
ー
マ
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
科
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
主
任
の
教
師
が
、
そ
の
時
々

に
応
じ
て
決
め
て
い
る
。
最
近
は
、「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
」

（
＊
２
）
にEthical

（
倫
理
観
）
を
加
え
た

「SEE Learning

」
や
シ
ス
テ
ム
思
考
な
ど

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
は
同
校
の
教
育
活
動

の
特
色
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
実
践
内
容
を
教
師
間
で
共
有
し
や
す
い
仕

組
み
も
構
築
し
て
い
る
。
教
師
が
新
た
な
手

法
な
ど
を
実
践
す
る
際
は
、
そ
の
授
業
を
撮

影
。
指
導
案
や
授
業
で
使
っ
た
教
材
な
ど
を

デ
ー
タ
化
し
、
授
業
の
動
画
と
と
も
に
、
同

校
の
教
師
の
み
が
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

（
Ｐ
．８
図
１
）。
現
在
、「
ス
パ
イ
ダ
ー
討
論
」

（
Ｐ
．８
図
２
）
な
ど
、
１
０
０
を
超
え
る
授

業
の
動
画
が
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
い
る
。

　「
授
業
の
動
画
を
見
れ
ば
、
授
業
の
内
容

や
生
徒
が
学
ぶ
様
子
が
具
体
的
に
分
か
る
た

め
、
同
じ
手
法
を
取
り
入
れ
る
授
業
を
初
め

て
行
う
際
に
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

写真　ある日の「ミニ研修」では、手元にある手札で最高の
キャッチコピーを作るゲーム「アルモンデ広告社」を実施。
参加した教師は、同ゲームの教育活動における活用法につい
て意見を交わした。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

設
立
　
１
９
０
３
（
明
治
36
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
千
葉

大
、
東
京
大
、
新
潟
大
、
名
古
屋
大
、
神
戸
大
、
国
際
教

養
大
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應

義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理

科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に

延
べ
３
９
５
人
が
合
格
。

新
た
な
手
法
で
実
践
し
た
授
業
を

撮
影
。教
材
と
と
も
に
ア
ー
カ
イ
ブ
化

教
師
の
学
び
の
場
・
学
び
合
う
場
❷

学
校
概
要

副
校
長

佐
野
和
之 

さ
の
・
か
ず
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
理

科
（
物
理
）。

教
育
部
長

大
木
理
恵
子 

お
お
き
・
り
え
こ

同
校
に
赴
任
し
て
39
年
目
。
国
語

科
。

校
長小島

貴
子 

こ
じ
ま
・
た
か
こ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

毎
週
水
曜
日
の
ミ
ニ
研
修
で
は
、

多
様
な
視
点
で
実
践
を
検
討

教
師
の
学
び
の
場
・
学
び
合
う
場
❶

＊２　Social and Emotional Learning の略。詳しくは、P.8 図２を参照。
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ミ
ニ
研
修
で
も
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
た
授

業
の
動
画
や
資
料
を
見
て
、
意
見
を
出
し
合

い
、
よ
り
本
校
に
合
っ
た
授
業
の
あ
り
方
を

模
索
し
て
い
ま
す
」（
佐
野
副
校
長
）

　
授
業
の
撮
影
か
ら
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の

ア
ッ
プ
ま
で
を
担
当
す
る
の
は
、
学
校
図
書

館
で
あ
る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
も
備

え
た
情
報
セ
ン
タ
ー
「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
の
司

書
だ
。

　「
他
の
教
師
の
授
業
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

見
る
機
会
は
な
か
な
か
持
て
な
い
の
で
す

が
、
本
校
の
司
書
が
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る

形
で
授
業
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
ま
と
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。
司
書
は
、

教
師
が
学
び
合
う
環
境
を
築
く
上
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
」（
大
木
先
生
）

　
ま
た
、「
ド
ル
フ
ィ
ン
」
に
は
専
任
の
メ

ン
タ
ー
・
コ
ー
チ
役
の
教
師
が
常
駐
し
、
同

校
の
教
師
の
授
業
づ
く
り
や
生
徒
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。
メ
ン

タ
ー
・
コ
ー
チ
役
の
教
師
は
元
々
同
校
の
教

師
で
、
同
校
を
退
職
し
て
大
学
院
に
進
学
・

修
了
し
た
後
に
、
再
び
同
校
に
赴
任
し
た
。

　「
そ
の
教
師
に
相
談
す
る
と
、『
そ
の
活
動

を
通
じ
て
生
徒
は
ど
の
よ
う
な
学
び
が
得
ら

れ
る
の
か
』
な
ど
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

く
れ
ま
す
。
教
育
理
論
や
国
内
外
の
実
践
事

例
な
ど
の
知
見
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
た

め
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
も
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

本
校
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
も
心

強
い
存
在
で
す
」（
小
島
校
長
）

　
同
校
が
安
心
・
安
全
な
場
づ
く
り
に
お
い

て
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、
主
観
や
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
ず
に
「
聴
く
」
姿
勢
を
持
っ

て
対
話
す
る
「
共
感
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
だ
。
聴
き
手
は
、
真
摯
に
相
手
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
、
相
手
が
大
切
に
し

て
い
る
考
え
や
思
い
に
気
づ
き
、
そ
の
背
景

に
も
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
話
し
手
は
、
自
分
の
話
が
評

価
や
判
断
を
さ
れ
ず
、
思
い
を
受
け
取
っ
て

も
ら
え
て
い
る
と
感
じ
る
経
験
を
積
み
重
ね

て
い
く
う
ち
に
、
本
音
を
話
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
（
図
２
）。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
様
々
な
手
法
を
学
ぶ
中
で

「
共
感
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
知
り
、
そ
の
手
法
の
実
践
を
通
じ
て
得
る

「
聴
く
」
姿
勢
は
、
生
徒
の
学
び
を
支
え
る

教
師
が
持
つ
べ
き
資
質
・
能
力
の
１
つ
と
し

て
校
内
に
広
が
っ
て
い
っ
た
（
Ｐ
．９
図
３
）。

同
様
に
、「
Ｓ
Ｅ
Ｌ
」
や
「
ス
パ
イ
ダ
ー
討
論
」

（
図
２
）
な
ど
、
対
話
や
学
び
に
お
い
て
重

要
だ
と
思
っ
た
手
法
は
、
専
門
家
を
招
い
た

勉
強
会
を
開
き
、
メ
ン
バ
ー
が
実
践
し
て
そ

の
よ
さ
を
実
感
し
て
か
ら
、
学
校
全
体
の
教

手法名 概要

共感的
コミュニ

ケーション

相手の話を「聴く」ことに重きを置いたコミュニケーションの手
法。人の話を聞く時は、評価や判断をしながら聞きがちだが、主
観や固定観念を持たずにただ「聴く」ことを目指す。相手の言葉
に真摯に耳を傾けているうちに、相手にも大切にしている考えや
思いがあることに気づき、その背景にも思いを寄せたコミュニ
ケーションが図ることができるようになっていく。また、自分の
発言をそのまま受け入れてもらえる経験が重なっていくうちに、
安心して本音を語ることができるようになり、自分も他者の話を
ただ聴くことができるようになる。ベースは、アメリカの心理学
者が体系化・提唱した「Non Violent Communication（非暴力コ
ミュニケーション）」で、同校では「共感的コミュニケーション」
と呼んでいる。

ＳＥＬ
（Social and

 Emotional
 Learning、
社会性と
情動性の

学習）

アメリカで二十数年前から注目されている、社会性や情動の能力
を育てる教育手法。「自己への気づき」「自己のマネジメント」「社
会的な気づき」「関係構築のスキル」「意思決定への責任」の５領
域の要素を育むことを枠組みとしている。同校は、SELを「自分
の内面や体で起こっていることへの自覚を促す」「率直に話がで
きる場の土壌づくり」「多様な価値観に気づくワーク」を大切に
する教育活動のベースとして、組織的かつ戦略的に取り入れてい
る。

スパイダー
討論

アメリカの教育学者が考案した話し合いの質を高める手法。複数
人で話し合う際、記録者を１人設定し、誰から誰に向かって話さ
れたのかを線で結んで記録する。話し合いが終わった後、クモの
巣状になった記録を見て、特定の人に発言が偏っていないか、一
度も発言していない人がいないかなどが分かる。振り返りを重ね
ることで自分を客観的に見ることができるようになり、豊かな討
論ができるようになることが期待される。

※学校資料を基に編集部で作成。

同校の教師のみがアクセスすることができる校内のポータル
サイトに、授業の動画とともに、指導案や授業で使った教材
などをアップ。校内研修の題材にしたり、新たな手法を授業
に取り入れる際の参考にしたりしている。

す
ぐ
に
評
価
や
判
断
を
せ
ず
、

た
だ
「
聴
く
」こ
と
を
大
切
に
す
る

学
び
の
過
程
で
の
教
師
の
自
己
開
示

対話や学びに取り入れている主な手法図２ 授業のアーカイブ（例）図１
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育
活
動
に
取
り
入
れ
て
き
た
。

　
そ
う
し
た
活
動
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

教
師
も
生
徒
も
「
聴
く
」
姿
勢
が
身
に
つ
き
、

安
心
・
安
全
な
場
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

　「
本
校
で
は
、『
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
』
と
言
っ

て
、
会
議
の
初
め
に
そ
の
時
の
自
分
の
思
い

や
気
づ
き
を
共
有
す
る
時
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
週
１
回
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
の
会
議
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
で
自
分
の

今
の
状
況
や
率
直
な
思
い
を
出
し
合
い
ま

す
。
涙
な
が
ら
に
話
す
教
師
の
言
葉
も
、
周

り
の
教
師
は
静
か
に
聴
き
ま
す
。
自
分
の
内

面
を
さ
ら
け
出
せ
る
場
が
あ
る
こ
と
は
尊

く
、
本
校
の
強
み
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
大
木
先
生
）

　
新
た
に
着
任
し
た
教
師
も
、
そ
う
し
た
文

化
に
触
れ
る
う
ち
に
、
次
第
に
聴
く
姿
勢
を

身
に
つ
け
て
い
く
と
、
佐
野
副
校
長
は
言
う
。

　「
他
者
の
話
を
聴
く
大
切
さ
は
、
誰
も
が

認
め
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
う
ま
く
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
深
く
聴
い
て
も
ら
え
た
体
験
が
乏
し
く
、

心
の
底
か
ら
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
な

い
か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。
本
校
で
は
、
着

任
し
た
ば
か
り
の
教
師
の
話
を
周
り
の
教
師

が
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
で
、そ
の
教
師
に
『
安

心
で
き
た
』『
問
題
解
決
の
糸
口
が
つ
か
め
た
』

と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
積
み
重

ね
て
い
く
と
、
聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
特
別
な
研
修
が
な
く
て
も
、
他
者
の
話

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

　
教
師
間
で
率
直
に
話
し
、
相
手
の
話
を
真

摯
に
聴
く
関
係
性
が
築
か
れ
て
い
る
同
校
に

は
、
悩
み
や
困
り
事
を
周
囲
に
相
談
し
や
す

い
環
境
が
あ
り
、
教
師
は
新
し
い
教
育
活
動

に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
教
師
の
姿
に
生
徒
は
触
発
さ
れ
、
生
徒

主
体
の
多
種
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行

し
て
い
る
。

　「
私
の
知
人
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ

ー
グ
（
＊
３
）
の
専
門
家
に
よ
る
研
修
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
日
の
午
後
に
有
志
の
教

師
が
勉
強
会
を
開
き
、
翌
日
に
は
生
徒
と
の

対
話
の
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
生

徒
は
『
今
ま
で
や
っ
て
き
た
対
話
の
手
法
と

似
て
い
る
が
、
結
果
が
違
っ
た
』
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
本
校
の
教
師
と
生
徒
の
新
し
い

こ
と
を
受
け
入
れ
る
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
驚

き
ま
し
た
」（
小
島
校
長
）

　
今
後
の
課
題
は
、
約
10
年
間
か
け
て
築
か

れ
た
学
校
文
化
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
だ
。
様
々
な
手
法
を
柔
軟
に
取
り
入
れ

る
教
師
が
い
る
一
方
で
、
自
分
の
あ
り
方
に

固
執
し
て
し
ま
い
が
ち
な
教
師
も
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た

自
分
の
や
り
方
を
変
え
る
の
は
怖
い
こ
と
で

あ
り
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
に
く
い
教

師
が
い
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
教
師
と
の
対
話
を
諦
め
て
し
ま
う
と
、

互
い
を
理
解
す
る
場
が
な
く
な
り
、
ま
す
ま

す
隔
た
り
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
対
話
の

継
続
こ
そ
が
、
学
び
合
う
文
化
の
醸
成
に
必

要
だ
と
思
い
ま
す
」（
小
島
校
長
）

　
大
木
先
生
は
、
自
分
の
中
に
固
定
観
念
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
、
他
者
と
の
対

話
か
ら
生
じ
る
モ
ヤ
モ
ヤ
を
楽
し
め
る
教
師

で
あ
り
た
い
と
語
る
。

　「
先
日
、
修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
生
徒
た
ち
と
し
た
時
、
あ
る
生
徒
が
、

『
ど
こ
か
に
旅
行
し
な
く
て
も
、
生
徒
が
各

自
で
（
旅
行
期
間
の
）
１
週
間
に
取
り
組
む

こ
と
を
考
え
て
も
い
い
よ
ね
』
と
言
い
ま
し

た
。
そ
の
発
想
が
な
か
っ
た
私
は
、
生
徒
の

発
言
に
『
な
る
ほ
ど
』
と
思
い
つ
つ
、
自
分

に
は
ま
だ
ま
だ
固
定
観
念
が
あ
る
の
だ
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
や
先
生
方
の
発
想

を
受
け
止
め
る
度
量
を
持
ち
、
こ
う
あ
る
べ

き
と
い
う
考
え
方
を
上
手
に
手
放
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
教
師
も
生
徒
も
互
い
に
学
び
を

楽
し
み
合
い
、
学
校
と
し
て
も
さ
ら
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
」

※取材を基に編集部で作成。

高校新クラスの立ち上げメンバー９人（以下、メンバー）で、内省
を共有し、価値観の違いに気づくための勉強会や、新しい教育手法
を学ぶ勉強会を実施。

メンバーの様子を見て関心を持った教師が勉強会に参加。メンバー
が直接かかわらなくても、参加者が増えていくように。

「聴く」姿勢の大切さを実感したメンバーが、その姿勢を校内に広げ
た。最初は、職員室の隣の席の教師との会話を「対話」にすることを
心がけた。「例えば、他の教師から悩みや愚痴を聞いた時に、助言や
同調をせず、その時に伝わってくる感情や大切にしているであろう
思いをフィードバックするようにしました」（佐野副校長）。

職員会議の冒頭などの時間に、「聴く」活動を実施。例えば、「この
１週間でよい実践ができたと思ったことを話してください。聴き手
は、話を遮ることはせずに、うなずくなど、ただ聴いてください」
と説明して、「聴く」「聴いてもらう」体験をしてもらった。

現在、多くのミーティングや会議などで、自分の今の思いや気づきを話
して共有する「チェックイン」を行う。そして「対話」では、自分が気づ
かなかった本音に気づいたり、他者の本音を知ったり、新しい考えを
生み出したりするプロセスを大切にする。最後に、「チェックアウト」
として、対話を通して自分が何を感じ、学んだのかを共有する。そうし
た過程を通じて、それぞれの内面で起こっていることを自覚していく。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

対
話
の
継
続
が
学
び
合
う
文
化

の
醸
成
に
つ
な
が
る

教
師
の
変
化
と
今
後
の
課
題

安心・安全な場づくりの工夫図３

＊３　フィンランド発祥の精神科医療の対話方式で、「開かれた対話」とも呼ばれる。
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東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ
丘
中

学
高
校
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

自
校
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
教
師
の
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
文
化
を
醸
成
し
て

き
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
７
年
度
に

管
理
職
や
各
教
科
主
任
か
ら
成
る
「
教
科
主

任
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
行
の
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
ど
う
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
議
論

を
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
会
議

は
決
定
事
項
の
共
有
や
事
務
連
絡
が
中
心
だ

っ
た
が
、
教
科
主
任
会
は
教
師
間
で
議
論
す

る
場
だ
っ
た
。
取
り
組
み
を
主
導
し
た
出い

ず
お
か岡

由ゆ

う宇
先
生
は
、
そ
の
意
図
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
』を
実

現
す
る
た
め
に
は
、生
徒
と
同
様
に
教
師
も

主
体
的
に
他
者
と
対
話
を
し
、内
発
的
に
自

ら
を
変
え
る
姿
勢
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、教
科
主
任
会
は『
言
い
た
い
こ

と
は
す
べ
て
言
う
』を
会
の
基
本
と
し
、教

職
歴
や
役
職
に
関
係
な
く
、自
分
の
考
え
を

出
し
合
え
る
場
に
し
よ
う
と
努
め
ま
し
た
」

　
毎
月
の
教
科
主
任
会
を
１
年
間
継
続
し
た

結
果
、
18
年
度
か
ら
夏
季
休
業
中
に
行
う
生

徒
対
象
の
学
習
講
座
を
、「
教
師
そ
れ
ぞ
れ

が
楽
し
い
と
感
じ
る
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
座
に
変
更
し
、
全
教
師
が
１
講
座
ず

つ
担
当
す
る
こ
と
に
し
た
。「
Ａえ

ー

知ち

探た
ん

Ｑき
ゅ
う

の

夏
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
初
め
て
の
そ
の
試
み

に
は
、
教
師
か
ら
期
待
と
と
も
に
戸
惑
い
の

声
も
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
出
岡
先
生
を
中

心
に
全
教
師
参
加
の
校
内
研
修
を
企
画
。
教

師
が
５
人
１
組
と
な
り
、
開
講
前
に
は
各
自

が
計
画
し
て
い
る
講
座
の
内
容
を
共
有
し
た

上
で
、
開
講
に
あ
た
っ
て
課
題
や
不
安
に
感

じ
て
い
る
点
を
洗
い
出
し
、
助
言
し
合
っ
た
。

そ
し
て
、
本
番
の
講
座
を
互
い
に
見
学
し
た

後
に
は
、手
応
え
や
振
り
返
り
を
報
告
し
、感

想
を
述
べ
合
い
、
今
後
の
課
題
を
共
有
し
た
。

　「
教
科
主
任
会
か
ら
新
た
な
試
み
ま
で
の

一
連
の
流
れ
を
全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
こ
と

で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢

や
、
そ
れ
を
面
白
い
と
思
え
る
マ
イ
ン
ド
が

醸
成
さ
れ
、
教
師
間
で
学
び
合
う
文
化
の
創

出
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
」（
出
岡
先
生
）

　
以
降
も
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
探
究
）
や
時
間
割
の
改
訂
な
ど
を

テ
ー
マ
に
し
た
校
内
研
修
を
行
い
、
地
域
密

着
型
の
探
究
学
習
や
45
分
間
×
７
コ
マ
の
時

間
割
の
改
訂
を
実
現
し
た
。

※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

「
主
体
的
・
対
話
的
」な
姿
勢
は

教
師
に
も
必
要

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❶

注目ポイント

教
師
主
体
の
校
内
研
修
で
対
話
の
重
要
性
を
共
有
し
、

自
走
し
て
改
革
に
取
り
組
む
教
師
集
団
を
形
成

東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖ひ

じ
り

ヶが

丘お
か

中
学
高
校

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た
会
議
・
研
修
を
機
に
、
対
話
型
の
校
内
研
修
を
行
っ
て
き
た
東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖
ヶ
丘
中
学
高
校
。

２
０
２
４
年
度
の
校
内
研
修
は
、「
自
校
の
中・
高
６
年
間
の
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、生
徒
へ
の
声
か
け
や
チ
ー
ム
担
任
制
な
ど
、様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
た
。

誰
も
が
率
直
に
考
え
を
出
し
合
い
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
教
師
間
で
学
び
合
う
文
化
、
変
化
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
根
づ
い
て
き
て
い
る
。

事例2

管理職は課題提起や活動方針の提示をするの
みで、具体的な方策は教師間で議論して決定。

分からないことや課題はすぐに校内研修で取
り上げ、進むべき方向の目線合わせをする。

校内研修のコンセプトは「言いたいことはすべ
て言う」「明るく楽しく前向きに」。
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教
師
の
主
体
的
で
内
発
的
な
活
動
を
支
え

て
い
る
の
が
、
石い

し
と
び飛
一か

ず
よ
し吉
校
長
が
示
し
た
行

動
指
針
で
あ
る
「
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
」「
ス
ピ
ー

ド
」「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
＊
１
）」
だ
。

　「
魅
力
的
で
特
色
の
あ
る
学
校
と
な
る
た

め
に
は
、
教
育
内
容
の
独
自
性
、
つ
ま
り
教

師
の
ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
社
会
の
変
化
を
敏
感
に
受
け
止
め
、
素

早
く
対
応
す
る
ス
ピ
ー
ド
も
必
要
で
す
。
そ

し
て
、
教
師
が
そ
れ
ら
を
発
揮
し
て
学
校
づ

く
り
に
ま
い
進
す
る
た
め
に
は
、
学
校
に
貢

献
し
た
い
と
い
う
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
あ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
そ
の
３
つ
を
行

動
指
針
に
掲
げ
ま
し
た
」（
石
飛
校
長
）

　
管
理
職
は
、
課
題
提
起
や
活
動
方
針
の
提

示
を
す
る
の
み
で
、
具
体
的
な
方
策
の
検
討

は
教
師
に
任
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
24
年
度

の
中
学
１
年
次
に
チ
ー
ム
担
任
制
を
導
入
す

る
際
、
石
飛
校
長
は
そ
の
有
用
性
を
簡
潔
に

説
明
し
た
後
、
具
体
的
な
運
用
方
法
の
検
討

は
１
学
年
団
に
任
せ
た
。
そ
こ
で
、
校
内
研

修
の
テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て
チ
ー
ム
担
任
制

を
取
り
上
げ
、
全
教
師
で
状
況
を
共
有
。
問

題
が
生
じ
た
場
合
は
解
決
方
法
を
同
研
修
で

議
論
し
て
１
学
年
団
の
実
践
を
支
え
た
。

　「
管
理
職
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、

現
場
に
取
り
組
み
を
一
任
す
る
こ
と
で
、
教

師
同
士
が
率
直
に
考
え
を
述
べ
合
っ
て
具
体

的
な
こ
と
を
決
め
る
場
が
必
然
と
な
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
教
師
間
の
学
び
合
い

を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
」（
石
飛
校
長
）

　
日
々
の
活
動
に
お
い
て
も
教
師
間
で
学
ぶ

機
会
が
あ
る
と
、
歌
田
裕ゆ

う

也や

教
頭
は
語
る
。

　「
朝
礼
や
学
期
初
め
の
校
長
の
講
話
、
保

護
者
会
で
の
進
路
指
導
部
長
の
話
、
探
究
学

習
で
の
教
師
の
指
導
ぶ
り
な
ど
の
中
に
も
、

教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
学

び
が
あ
り
ま
す
。
教
師
は
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

学
び
の
機
会
を
自
ら
つ
か
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
管
理
職
と
し
て
は
、『
Ａ
先
生
の
授
業

を
見
に
行
っ
て
み
た
ら
？
』
な
ど
と
助
言
し
、

教
師
が
ア
ン
テ
ナ
の
感
度
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　
24
年
度
は
、
授
業
研
究
や
模
擬
試
験
の
分

析
な
ど
、
教
科
指
導
に
関
す
る
校
内
研
修
の

ほ
か
に
、「
聖
ヶ
丘
の
６
年
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
探
究
学
習
を
通

じ
て
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能

力
や
、
５
～
10
年
後
の
学
校
経
営
な
ど
、
多

様
な
テ
ー
マ
で
議
論
す
る
校
内
研
修
を
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
実
施
し
た
（
写
真
。
Ｐ
．12
図

１
）。
そ
の
校
内
研
修
を
主
導
し
た
進
路
指

導
部
長
の
金か

ね

高た
か

護ま
も
る

先
生
は
、
実
施
の
背
景
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
22
・
23
年
度
の
校
内
研
修
は
、
探
究
学

習
や
新
教
育
課
程
の
運
用
に
つ
い
て
共
有
す

る
こ
と
が
中
心
で
、
教
師
間
の
対
話
が
一
時

停
滞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
学
習
指
導
要
領

の
実
施
と
い
う
目
の
前
の
課
題
の
対
応
に
精

い
っ
ぱ
い
で
、
取
り
組
み
が
進
む
方
向
は
こ

れ
で
よ
い
の
か
、
ほ
か
の
先
生
は
ど
う
考
え

進
路
指
導
部
長

金
高
護 

か
ね
た
か
・
ま
も
る

同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
英

語
科
。

進
路
指
導
部
探
究
基
幹
教
員

出
岡
由
宇 

い
ず
お
か
・
ゆ
う

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国
語

科
。

高
校
教
頭

歌
田
裕
也 

う
た
だ
・
ゆ
う
や

同
校
に
赴
任
し
て
36
年
目
。

進
路
指
導
部
副
部
長

小
池
雄
一 

こ
い
け
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
数

学
科
。

中
学
教
頭

大
塚
聖
子 

お
お
つ
か
・
せ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。

校
長石飛

一
吉 

い
し
と
び
・
か
ず
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。

写真　2024年６月、「生徒にとっての効果的な夏季休業期間の使
い方」をテーマに、生徒が夏季休業を有意義に過ごすために、教師
はどう声をかけるか、どんな仕かけを施せばよいかを語り合った。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

設
立
　
１
９
８
８
（
昭
和
63
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
２
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
弘
前

大
、
山
形
大
、
東
京
農
工
大
、
名
古
屋
工
業
大
、
琉
球
大
、

東
京
都
立
大
に
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、青
山
学
院
大
、

学
習
院
大
、
成
蹊
大
、
成
城
大
、
中
央
大
、
津
田
塾
大
、

東
京
理
科
大
、
日
本
女
子
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教

大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
１
６
人
が
合
格
。

行
動
指
針
は
、ユ
ニ
ー
ク
ネ
ス
、

ス
ピ
ー
ド
、エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❷

＊１　誓約、約束、契約などを意味する言葉で、ビジネスでは、所属している組織・集団への貢献意欲を意味する言葉として使われている。

学
校
概
要

中・
高
６
年
間
の
デ
ザ
イ
ン
を

テ
ー
マ
に
、考
え
を
出
し
合
う

教
師
の
学
び
の
場
・
学
び
合
う
場
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て
い
る
の
か
な
ど
と
思
っ
て
も
、
聞
く
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
24
年
度
は

改
め
て
教
師
間
で
考
え
を
述
べ
合
い
、
本
校

が
進
む
べ
き
方
向
の
目
線
合
わ
せ
を
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
し
た
」　

　
例
え
ば
、
８
月
の
校
内
研
修
は
、
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
で
の
生
徒
へ
の
声
か
け
を
テ
ー
マ

に
、
５
人
１
組
で
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
実
施
し
た
。
ま
ず
、
メ
ン
バ
ー
が

１
人
ず
つ
教
師
役
と
な
り
、「
定
期
考
査
前
」

「
夏
季
休
業
前
」「
模
擬
試
験
の
帳
票
の
返
却

時
」「
Ｓ
Ｓ
Ｒ（
放
課
後
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
」「
課
題
未
提
出
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
」
の
中
か
ら
１
つ
の
場
面
を

選
び
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
声
か
け

の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
ど

の
よ
う
な
声
か
け
が
よ
か
っ
た
か
、
よ
り
よ

く
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
意

見
を
出
し
合
っ
た
。
最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
者
が
気
づ
き
や
参
考
に
な
っ
た
声
か
け

な
ど
を
全
体
に
向
け
て
発
表
し
た
。

　「
課
題
未
提
出
者
に『
提
出
し
な
け
れ
ば
赤

点
に
な
る
よ
』と
い
っ
た
否
定
的
な
言
葉
を

か
け
て
も
、生
徒
の
学
習
意
欲
は
高
ま
る
ど

こ
ろ
か
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

な
言
葉
で
あ
れ
ば
生
徒
が
課
題
に
前
向
き
に

取
り
組
め
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
意
見
を
出

し
合
っ
た
と
こ
ろ
、『
Ａ
先
生
は
生
徒
の
目
線

に
立
っ
て
こ
ん
な
に
熱
い
言
葉
を
か
け
る
の

か
』『
伝
え
る
内
容
は
同
じ
で
も
、こ
ん
な
切

り
口
が
あ
る
の
か
』
な
ど
と
、
メ
ン
バ
ー
か

ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」（
金
高
先
生
）

　
10
月
の
校
内
研
修
は
、「
聖
ヶ
丘
の
５
年

後
、10
年
後
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、業
務

改
善
の
方
策
を
議
論
し
た
。ま
ず
は
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
、授
業
準
備
や
校
務
分
掌
、放
課
後

対
応
な
ど
、10
の
業
務
に
つ
い
て
、本
来
優
先

さ
せ
た
い
理
想
の
順
位
と
、
実
際
に
優
先
さ

せ
て
い
る
現
実
の
順
位
を
書
き
出
し
た
。
そ

の
順
位
を
集
計
し
、
理
想
と
現
実
の
差
が
大

き
い
業
務
を
洗
い
出
し
た
上
で
、
業
務
改
善

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
（
Ｐ
．13
図
２
）。

　「『
授
業
準
備
を
優
先
し
た
い
が
、
会
議
の

資
料
準
備
に
追
わ
れ
る
』
と
い
っ
た
現
状
が

浮
き
彫
り
に
な
り
、『
資
料
準
備
を
効
率
化

す
れ
ば
、
本
来
優
先
し
た
い
放
課
後
対
応
や

外
部
で
の
研
修
な
ど
の
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
』
な
ど
と
、
業
務
改
善
の
方
向

性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
25
年
度
の
校
内
研

修
で
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
の
対
応
策
を
具
体

化
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
」（
出
岡
先
生
）

　
17
年
度
か
ら
始
め
た
教
科
主
任
会
や
校
内

月 テーマ 議題 教師の意見のまとめ

５
月

聖ヶ丘の
６年を
考える

•中学校：生徒が宿題
に依存しない自主学
習の確立に向けたア
イデア出し。
•高校：ＧＴＺ（＊２）上
位者の割合をどう高
めるか。学校推薦型
選抜の指定校制を安
易に受けさせないた
めにどうすべきか。

•６年間の一貫性のある指標を設け、教師間で共
有する。
•生徒に嫌なことへの向き合い方を身につけさせ
る場が必要。
•教師の負担を考慮し、学校行事の見直しが必要。
•大学合格実績にはこだわるべき。生徒の学習意
欲を引き出す役割として、教師の声かけが重要
になる。
•生徒がより高みを目指せるよう、低学年の段階
からＧＴＺの意識を持たせたい。

６
月

生徒に
とっての
効果的な
夏季休業
期間
の使い方

•夏季休業期間の効果
的な使い方は？　あ
らゆる面で、生徒が
長期休業をどのよう
に使うとよいか。

•毎日の学習習慣の定着は必要。各教科・科目が
出す課題の量の把握が重要。
•生徒が学習意欲を高める仕かけがなければ、課
題を出しても意味がない。
•提出日をこまめに設けたり、テストを実施した
りと、丁寧に支援すべき。
•生徒は学習に部活動にと忙し過ぎ。ゆっくり休
むことも大切ではないか。
•読書をし、様々なことを考えてほしい。特に中
学生は進路について考えさせたい。

７
月

チーム
担任制

•チーム担任制の目的、
意義、メリットにつ
いて。
•生徒や学校行事への
担任のかかわり方に
ついて。

•チーム内での情報共有意識の向上。不安感の軽
減につながる。
•学校行事や担任制など、固定観念にとらわれな
いシステムの構築。
•複数の教師が生徒を見取ることで、取りこぼす
ことなく支援することができる。
•チームを指揮する学年主任の責任は増えるが、
取り入れるべき。

※学校資料を基に編集部で作成。

建
設
的
な
議
論
の
土
台
は
、

「
生
徒
の
た
め
に
」と
い
う
思
い

学
び
の
過
程
で
の
教
師
の
自
己
開
示

＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。

2024年度の校内研修のテーマと概要（抜粋）図１

　同校は教師の資質・能力の向上や自己研鑽を促すことを目的とした表彰制度「聖
賞」を設けている。それは、校長と教頭、校長が指名した評価者が、学校運営や
学習指導、校務分掌、保護者対応など、多様な分野で貢献した教師７人を選出し、
報奨金を支給する制度だ。これまで、校務支援システムを調整して業務の効率化
に貢献した教師などが表彰された。石飛校長は同制度について次のように語る。
　「管理職以外の評価者を設けたのは、管理職の目が届かないところで学校に貢献
している教師も漏れなく評価するためです。地道に努力している教師の姿を周囲
は見ていますから、表彰される教師に対して皆、納得感があるようです。教師の努
力を丁寧に見取ることで、どのような場でも教師が個性や強みを発揮して、全力
で自分の仕事に打ち込める環境をこれからもつくっていきたいと思っています」

教師の努力をたたえる表彰制度「聖
ひじり

賞」C o l u m n
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研
修
を
通
じ
て
、対
話
の
有
用
性
が
教
師
間

に
浸
透
し
て
い
っ
た
た
め
、以
降
の
校
内
研

修
も
、教
科
主
任
会
の
場
の
基
本
と
し
た
「
言

い
た
い
こ
と
は
す
べ
て
言
う
」を
踏
襲
し
つ

つ
、「
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
」を
モ
ッ
ト

ー
に
対
話
を
重
ね
て
い
る
。校
内
研
修
へ
の

参
加
は
任
意
だ
が
、毎
回
ほ
ぼ
全
教
師
が
参

加
し
て
い
る
。大
塚
聖
子
教
頭
は
こ
う
語
る
。

　「
中
高
一
貫
校
と
し
て
は
小
規
模
な
本
校

で
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
様
々
な
役
割
を

担
い
、
皆
で
学
校
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
担
当
業

務
以
外
の
課
題
に
つ
い
て
も
自
分
事
と
し
て

議
論
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
研
修
が
終
わ
っ
た
後
も
参
加
者
は
、「
あ

の
発
言
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
し
た
の
で
す

か
」
な
ど
と
尋
ね
て
、
議
論
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
よ
う
と
す
る
光
景
は
珍
し
く
な
い
。

　「
誰
も
が
率
直
に
考
え
を
述
べ
る
た
め
、熱

の
入
っ
た
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、『
生
徒
の
た
め
に
』と
い
う
思
い
は
ど

の
教
師
も
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、単
な
る
言

い
合
い
で
は
な
く
、建
設
的
な
議
論
が
で
き

て
い
ま
す
。
本
音
を
出
せ
て
い
る
か
ら
か
、

同
僚
へ
の
愚
痴
や
不
満
が
聞
か
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
」（
出
岡
先
生
）

　
そ
う
し
た
校
内
の
雰
囲
気
を
受
け
て
、
変

容
し
て
い
っ
た
教
師
も
い
る
。
進
路
指
導
部

副
部
長
の
小
池
雄
一
先
生
も
そ
の
１
人
だ
。

　「
以
前
は
自
分
が
身
を
引
け
ば
、
そ
の
場

が
丸
く
収
ま
る
と
考
え
、
自
分
の
考
え
を
出

し
切
ら
ず
に
研
修
を
終
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
議
論
が
停
滞
し

た
り
、
表
面
的
な
議
論
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
分
の
考
え

を
最
後
ま
で
述
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
本

校
に
は
安
心
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る

雰
囲
気
が
あ
る
の
で
、
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合

っ
て
も
否
定
的
な
思
い
を
持
た
ず
、
む
し
ろ

相
手
の
考
え
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
課
題
に
対
す
る
共
通
認
識
が
持
て

る
よ
う
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
議
論
が
、
結
果
的
に
取
り
組
み
の
質
を
高

め
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
小
池
先
生
）

　
以
上
の
よ
う
な
対
話
型
の
校
内
研
修
に
よ

り
、
教
師
間
で
学
び
合
い
、
教
師
の
資
質
・

能
力
の
向
上
に
努
め
る
文
化
が
定
着
し
て
き

た
。
新
し
い
教
育
手
法
を
学
ぼ
う
と
、
校
外

の
研
修
に
参
加
す
る
な
ど
、
自
己
研
鑽
に
努

め
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
師

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
変
化
を
恐
れ

な
い
姿
勢
だ
。
例
え
ば
、
探
究
学
習
に
後
ろ

向
き
だ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
校
内
研
修

や
探
究
学
習
の
指
導
を
重
ね
る
中
で
探
究
学

習
の
意
義
を
理
解
し
、
校
内
研
修
で
探
究
学

習
の
重
要
性
を
熱
く
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
以
前
は
過
去
の
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ

て
、『
取
り
組
み
を
変
え
る
必
要
は
な
い
』
と
、

新
し
い
取
り
組
み
を
か
た
く
な
に
受
け
入
れ

な
い
教
師
が
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
校
内
研

修
で
教
師
一
人
ひ
と
り
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
た
り
、
一
緒
に
勉
強
し
た
り
す
る
う
ち

に
、『
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
』と
い
っ

た
意
識
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
学
び
を

重
ね
て
い
け
ば
、
人
は
変
わ
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
金
高
先
生
）

　
25
年
度
の
校
内
研
修
は
前
述
の
通
り
、
24

年
度
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、「
中
・
高
６
年
間
の
学
び
の
デ
ザ
イ
ン

を
具
体
化
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
論
を
重

ね
て
い
く
予
定
だ
。
そ
し
て
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
し
て
、
教
師
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で

研
修
を
行
う
よ
う
に
し
た
い
と
、
金
高
先
生

は
意
気
込
む
。

　「
24
年
度
の
校
内
研
修
は
進
路
指
導
部
が

議
題
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
25
年
度
は
、

教
師
が
持
っ
て
い
る
課
題
を
基
に
議
題
を
決

め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
走
し
、

学
び
合
う
教
師
集
団
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う

に
、
校
内
研
修
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
金
高
先
生
）

※学校資料を基に編集部で作成。

❶10の業務について、本来取り組みたい優先順位と現実に優先させている
順位を、グループごとに書き出す。

❷順位を集計したデータから読み取れることを共有する。 
• 現実の優先順位は４年前とほぼ変わらず、理想には遠い。改善すべきと

分かっていながら４年間変わっていない現状を振り返る必要がある。 
• 理想と現実との差が最も大きく、負担になっている「資料準備」の効率化

が急務。ペーパーレス化や、校務文書のフォーマット化などが必要。 
• 「放課後対応」「外部スキルアップ」の時間の確保。

❸目指す方向性や改善策を出し合う（以下は主な意見）。 
• 教師個々の資質・能力の向上は、すべての教育活動・業務につながるため、

重要。
• 生徒ファーストで動くためにも、方針を共有する場をもっと持ちたい。
• 教師が健康的に働くためにも、業務のスリム化は必須。
• 「私たちは〇〇な生徒を育てている」と、教師全員が胸を張って言える状

況をつくりたい。
• コミュニケーションアプリを導入し、業務連絡の効率化を図る。教師以外

でも可能な業務は、外部委託を検討すべきではないか。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

変
化
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
が
定
着

教
師
の
変
化
と
今
後
の
課
題

校内研修「聖ヶ丘の５年後、10年後を考える」図２
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岐
阜
県
立
飛
驒
高
山
高
校
は
４
大
学
科

を
擁
し
、
約
１
０
０
０
人
の
生
徒
が
学
ぶ

大
規
模
校
だ
。
学
力
層
が
幅
広
く
、
興
味
・

関
心
も
多
様
な
生
徒
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、

学
力
中
位
層
へ
の
支
援
が
や
や
手
薄
に
な

り
が
ち
な
点
が
以
前
か
ら
の
課
題
だ
っ
た
。

２
０
２
３
年
度
に
着
任
し
た
神か

み

出で

建
太
郎
校

長
は
そ
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
各
分
掌
の

主
任
た
ち
と
議
論
を
重
ね
、「
生
徒
の
主
体

性
を
引
き
出
す
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
成

長
を
促
し
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
育
む
」
と
い
う
教
育
目
標
を
共
有
し
、

「
自
走
力
」
と
「
エ
ン
パ
シ
ー
（
共
感
力
）」

の
育
成
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
し
た
。

　
設
定
し
た
教
育
目

標
の
実
現
に
向
け
て

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の

は
、
教
師
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
の

明
確
化
と
、
そ
れ
ら

を
身
に
つ
け
る
た
め

の
環
境
の
整
備
だ
。

神
出
校
長
は
そ
の
ね

ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
と
教
師
は
、

言
わ
ば
相
似
形
の
よ

う
な
関
係
で
す
。
そ

こ
で
、
教
師
に
求
め

ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
『
自
走
力
』
と
『
エ

ン
パ
シ
ー
（
共
感
力
）』
の
育
成
に
つ
な
が

る
７
つ
に
集
約
し
て
示
し
ま
し
た
（
図
１
）」

　
７
つ
の
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
校
内
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
教
師

の
数
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
る
と
約

２
０
０
人
に
上
る
た
め
、
容
易
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
神
出
校
長
は
、
７
つ
の
資
質
・

※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

●❶
ファシリテーター

としての能力

生徒の多様な意見や考え方を引き出し、
対話を通して学びを深めるファシリ
テーション能力。

●❷
コーチング能力

生徒一人ひとりの目標達成をサポート
し、可能性を最大限に引き出すコーチ
ング能力。

●❸
教科指導力

専門的な知識・技能に基づき、生徒の
知的好奇心を刺激して主体的な学びを
促す教科指導力。

●❹
エンパシー
（共感力）

多様な生徒一人ひとりの状況や感情を
理解し、寄り添い、ともに成長を喜ぶ
ことができるエンパシーの能力。

●❺
協働力

教職員間で連携し、チームとして教育
活動を推進する協働力。

●❻
ＩＣＴ活用能力

ＩＣＴを効果的に活用し、業務改善はも
とより、教育の質を高め、生徒のＩＣＴ
リテラシーを育成する能力。

●❼
自己研鑽力

常に学び続け、専門性を高め、教育や
社会の変化に対応する自己研鑽力。

※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
の
主
体
性
の
育
成
の
前
に

教
師
が
自
走
し
て
学
ぶ

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❶

注目ポイント

「
自
走
力
」を
軸
に
、教
育
活
動
や
研
修
体
制
を
刷
新
。

教
師
が
得
た
知
見
を
生
か
す
仕
組
み
を
構
築

岐
阜
県
立
飛ひ

だ驒
高た

か
や
ま山

高
校

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
に
、「
自
走
力
」「
エ
ン
パ
シ
ー（
共
感
力
）」の
育
成
に
力
を
入
れ
る
岐
阜
県
立
飛
驒
高
山
高
校
。
生
徒
を
変
え
る
た
め
に
は
、各
教
師
が
自
分
自
身

の
教
師
観
を
持
ち
、
そ
の
理
想
を
語
り
、
実
践
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ（O

n the Job Training

）と
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ（O

ff the Job Training

）を
連
動
さ
せ
、

教
師
の「
自
走
力
」
を
高
め
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
心
理
的
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
教
師
間
の
議
論
が
活
発
に
な
り
、学
び
合
う
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

事例3

課題への対応の迅速化などを目的に、分掌横
断の検討チームを新たに設置。

OJTとOff─JTを連動させる仕組みを構築
し、教師は実践を通して学びを深めている。

教職歴にかかわらず、発言しやすい環境づくり
によって心理的安全性を確保。同僚性も醸成。

教師に求められる７つの資質・能力図１

14 高校版  2025 April

0-01-5-00009-001 2025 年度 VIEW next 高校版 4 月号 14 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

04/07
谷口

念
校

04/09
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P14-17_view-next-koukou-4g.indd   14P14-17_view-next-koukou-4g.indd   14 2025/04/09   12:592025/04/09   12:59



能
力
に
つ
い
て
各
分
掌
長
な
ど
に
繰
り
返
し

発
信
。
全
教
師
と
の
個
人
面
談
を
年
度
初
め

と
終
わ
り
に
実
施
し
、
そ
の
中
で
神
出
校
長

は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
、
教
師

が
自
走
し
て
学
び
続
け
る
必
要
性
を
説
く
と

と
も
に
、
そ
の
教
師
に
達
成
し
て
ほ
し
い
目

標
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
意
識
と
行
動
の
変
容
を
促
し
た
。

　「
約
２
０
０
人
の
教
師
と
話
す
と
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
を
持
つ
教
師
が
い
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る

思
い
や
強
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
組
織

と
し
て
は
プ
ラ
ス
で
す
。
大
切
な
の
は
、
教

育
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
教
師
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を
尊
重
し

な
が
ら
対
話
を
重
ね
、『
何
の
た
め
に
取
り

組
む
の
か
』『
な
ぜ
教
師
も
自
走
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
』
と
い
っ
た
問
い
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
」（
神
出
校
長
）

　
教
師
の
学
び
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

お
い
て
大
き
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
24
年
度
に
設
置
し
た
「
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ

ン
ト
チ
ー
ム
」だ
。
教
頭
と
教
務
主
任
、キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
長
、
生
徒
相
談
部
長
、
研

修
主
事
で
構
成
さ
れ
、
重
要
案
件
や
対
応
す

べ
き
課
題
が
あ
る
時
に
、
随
時
会
議
を
開
い

て
い
る
。
同
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
ね
ら
い
は

学
校
経
営
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
の
迅
速

化
に
あ
る
と
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
長
の

荒
川
一
弘
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
新
た
な
取
り
組
み
に
関
す
る
検
討
は
企

画
委
員
会
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
管
理
職
や
各
分
掌
長
、
各
学
科
長
な

ど
、
約
30
人
も
い
る
た
め
、
議
論
に
長
時
間

を
要
し
、
取
り
組
み
が
な
か
な
か
前
に
進
ま

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
ア
ジ
ャ
ス
ト
メ
ン
ト
チ
ー
ム
が
重
要
案
件

や
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
チ
ー
ム
内
で
賛

同
が
得
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
状

態
の
企
画
案
を
作
成
し
、
企
画
委
員
会
に
提

案
す
る
と
い
う
流
れ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
同
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
各
分
掌
長
で
あ

る
た
め
、
分
掌
を
超
え
て
協
力
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
に
も
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
利
点
も
あ
る
。

　
同
時
に
企
画
委
員
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た

議
論
の
場
と
な
る
よ
う
、
あ
り
方
を
見
直
し

た
。
議
論
の
様
子
を
撮
影
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
で

議
事
録
と
要
約
を
作
成
し
て
、
会
議
に
参
加

し
て
い
な
か
っ
た
教
師
が
議
論
の
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　「
会
議
に
参
加
し
て
い
な
い
教
師
は
、
自

分
の
業
務
に
関
す
る
議
題
の
動
画
や
議
事
録

を
主
に
見
て
い
ま
す
。『
自
分
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
物
事
が
決
ま
っ
て
い
た
』
と
い
っ

た
感
覚
が
薄
れ
、
新
た
な
教
育
活
動
に
当
事

者
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
企
画
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
議
論

が
開
か
れ
て
い
る
か
ら
か
、
以
前
よ
り
も
現

場
の
教
師
の
声
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
を

意
識
し
て
発
言
し
て
い
ま
す
」（
荒
川
先
生
）

　
意
思
決
定
の
過
程
の
見
直
し
に
よ
り
、
自

走
力
や
エ
ン
パ
シ
ー
を
育
成
す
る
新
た
な
教

育
活
動
や
、
そ
れ
を
支
援
す
る
教
師
の
学
び

の
仕
組
み
が
次
々
に
導
入
さ
れ
、
取
り
組
み

は
大
き
な
進
展
を
見
せ
て
い
る
。

　
組
織
的
な
研
修
体
制
や
学
び
の
機
会
と
し

て
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ
を
充
実
さ

せ
て
い
る
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
「
実
践
す
る
こ
と
、

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」
を
、
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ
は
「
知
る
こ
と
、
理
解
す
る
こ
と
」
を

目
的
に
、
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ
で
得
た
知
識
を
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
授
業
や
日
々
の
業
務
な
ど
で
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
内
容
を
連
携
さ
せ

て
、
教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
促
し
て

い
る
（
Ｐ
．16
図
２
）。

　
24
年
度
か
ら
年
数
回
実
施
し
て
い
る
「
本

音
で
語
り
合
う 

今
の
自
分
と
未
来
会
議
！
」

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

設
立
　
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
／
普
通
科
・
商
業
科
・

生
活
産
業
科
・
農
業
科
（
全
日
制
）
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
弘
前

大
、
富
山
大
、
富
山
県
立
大
に
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

専
修
大
、
東
京
農
業
大
、
中
京
大
、
南
山
大
、
藤
田
医
科

大
、
名
城
大
、
龍
谷
大
な
ど
に
延
べ
82
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
１
１
２
人
。
就
職
84
人

会
議
の
形
態
を
見
直
し
、

課
題
に
迅
速
に
対
応

ど
ん
な
学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
❷

Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
─
Ｊ
Ｔ
を
連
動
。

学
び
を
実
践
に
つ
な
げ
る

教
師
の
学
び
の
場
・
学
び
合
う
場

学
校
概
要

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室
長

荒
川
一
弘 

あ
ら
か
わ
・
か
ず
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
英

語
科
。

生
徒
相
談
部
長

水
田
奈
央
生 

み
ず
た
・
な
お
き

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
保
健

体
育
科
。

教
務
主
任

岩
坂
宗 

い
わ
さ
か
・
た
か
し

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
数

学
科
。

校
長神出

建
太
郎 

か
み
で
・
け
ん
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
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（
以
下
、
本
音
未
来
会
議
）
は
、
Ｏ
ｆ
ｆ
─
Ｊ

Ｔ
を
充
実
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
１
つ
だ
。
23
年
度
ま
で
は
「
教
育
相

談
」
と
し
て
教
師
が
生
徒
を
指
導
す
る
面
談

を
行
っ
て
い
た
が
、
24
年
度
か
ら
は
本
音
未

来
会
議
と
し
て
、
生
徒
が
面
談
を
す
る
教
師

を
選
び
、
自
分
の
夢
や
将
来
な
ど
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
教
師
に
語
る
ス
タ
イ
ル

に
変
え
た
。
生
徒
が
自
分
の
将
来
を
具
体
的

に
考
え
て
行
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
、

自
走
力
を
高
め
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

　
朝
学
習
も
、
学
び
の
主
体
を
教
師
か
ら
生

徒
に
移
行
さ
せ
よ
う
と
方
法
を
変
え
た
。
従

来
は
教
師
の
指
導
の
下
で
生
徒
は
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
た
が
、
24
年
度
か
ら
は
「
Ｍ
Ｙ
　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」
と
し
、
生
徒
が
自
分
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
踏
ま
え
て
進
路
に
つ
い
て
調
べ

た
り
、
教
師
に
相
談
し
た
り
す
る
な
ど
、
主

体
的
に
活
動
す
る
時
間
に
し
た
。

　
そ
の
よ
う
に
、
生
徒
の
自
走
力
を
引
き
出

す
取
り
組
み
を
始
め
た
が
、
当
初
は
生
徒
の

自
走
力
を
ど
う
引
き
出
せ
ば
よ
い
か
戸
惑
う

教
師
も
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ

と
し
て
、
生
徒
の
様
子
や
指
導
の
工
夫
に
関

す
る
情
報
を
教
師
間
で
共
有
し
、
生
徒
と
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
「『
本
音
で

語
り
合
う 

今
の
自
分
と
未
来
会
議
！
』研
修
」

を
年
３
回
実
施
し
、
そ
の
機
会
を
よ
り
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
さ
ら
に
、
教
師
が
生
徒
を
「
指
導
」
す
る

の
で
は
な
く
、「
支
援
」
す
る
こ
と
に
移
行

す
る
た
め
に
は
、
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質・

能
力
の
２
つ
め
に
挙
げ
た
「
コ
ー
チ
ン
グ
能

力
」
が
重
要
だ
と
考
え
、
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ
の

一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
を
講
師
に
招
い
た
「
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
」

を
実
施
し
た
。
研
修
で
得
た
コ
ー
チ
ン
グ
の

知
識
や
ス
キ
ル
を
本
音
未
来
会
議
や
Ｍ
Ｙ
　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
な
ど
の
場
で
生
か
し
、
生
徒
支
援

の
質
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ほ
か
に
も
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
」
の
向

上
を
図
る
研
修
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
24

年
度
に
は
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ
と
し
て
、
外
部
の

専
門
家
に
よ
る
「
生
成
Ａ
Ｉ
研
修
」
を
２
回

実
施
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
基
本
的
な
知
識
や
操
作

方
法
の
解
説
に
加
え
、
授
業
で
の
活
用
事
例

な
ど
を
共
有
し
、
実
際
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
た
。

　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
授
業
を
相

互
参
観
の
対
象
と
し
、
日
常
的
な
授
業
改
善

を
促
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
英
語
の
授
業
で

の
英
作
文
の
活
動
や
小
論
文
・
志
望
理
由
書

等
の
校
正
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。

教
師
は
そ
の
様
子
を
見
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活

用
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
活
用
の
場
が
広
が
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
に
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
Ｏ
ｆ
ｆ
─

Ｊ
Ｔ

が
連
動
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
学
び
を
深
化

さ
せ
て
い
る
様
子
が
様
々
な
場
面
で
見
ら
れ

て
い
る
。

区分 名称 内容

ＯＪＴ
（On the Job 

Training）

授業研究や
相互参観の活発化

日常的な授業改善を促すために、授業研究や相互参観を活発化させた。基本的に、すべての
授業で校内外からの見学者を受け入れている。

ＩＣＴを活用した
情報共有

企画委員会や職員会議を録音し、その音声を生成ＡＩで文字起こしをして議事録を作成。全教師
が会議の内容を確認することができるようにして、学校が目指す方向性や考え方の共有を図った。

Classiを活用した
振り返り

Classiを活用し、授業アンケート、学校アンケートなどを実施。効果検証を行い、それぞれの
改善に生かした。

複数担任制度
（検討中）

複数担任制度を１年次に導入予定。ベテラン教師と若手教師が一緒に担任業務をすることで、
若手教師がベテラン教師から業務について学べるようにしていく。

Ｏｆｆ─ＪＴ
（Off the Job 

Training）

「本音で語り合う
今の自分と未来会議！」

研修

同会議での生徒の様子を共有し、自走する生徒の育成に向けて、現在の課題を検証し、今後
の方向性を探った。「MY TIME」での面談を含め、具体的な計画の策定につなげる。全教師が
参加。24年度は3回実施。

生成ＡＩ研修
生成ＡＩを授業づくりや業務改善に活用するため、外部の専門家による研修を実施。24年度は
２回実施。１回目は希望者、２回目は全教師が参加。

コーチング研修
スポーツメンタルトレーナーを招き、生徒とよりよいコミュニケーションを図り、信頼関係を
築くための具体的な手法を学んだ。24年度は１回実施。

職員会議後の研修
職員会議の進行方法を見直し、所要時間を短縮することができたため、職員会議後に月１回の
研修を実施。教師のニーズや学校の課題に即したテーマを設定し、教師の資質・能力の向上
と学校全体の教育力の強化を図った。

会議など

アジャストメント
チーム

各分掌の専門性を生かすとともに、企画委員会への提言や迅速な意思決定を目的に設置。メ
ンバーは、教頭、教務主任、キャリアデザイン室長、生徒相談部長、研修主事。

反省職員会議

全教師が学校経営に主体的にかかわり、良好な人間関係を築くことを目的に、24年度に形式
を変更。管理職以外の全教師を、教職歴や分掌を考慮した５〜６人のグループに分け、ＫＪ法
で議論。活発に意見交換をし、多様な視点を共有することを目指した。25年度からは年2回
の実施を予定。

※学校資料を基に編集部で作成。

2024年度に実施された、または計画された教師の資質・能力の向上を支える主な取り組み図２
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教
師
同
士
で
自
由
に
語
り
合
い
、
学
び
合

う
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
心
理
的
安
全
性

の
確
保
に
も
努
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
全
教
職
員
が
参
加
し
て
学
校
経
営
上
の

改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
反
省
職

員
会
議
」
の
運
営
方
法
を
刷
新
し
た
。
従
来

は
無
記
名
で
改
善
点
を
書
き
、
そ
れ
に
対
し

て
各
分
掌
長
が
回
答
す
る
形
式
と
し
て
い
た

が
、
建
設
的
な
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
24
年
度
か
ら
は
、
教
職

歴
や
分
掌
が
異
な
る
教
師
５
～
６
人
で
グ
ル

ー
プ
を
組
み
、
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
自
由
に

対
話
す
る
ス
タ
イ
ル
に
変
更
し
た
（
写
真
）。

す
る
と
、
教
師
間
で
の
情
報
共
有
や
Ｄ
Ｘ
な

ど
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
業
務
改
善
に
つ
な
が

る
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
生
徒
相
談
部
長
の
水み

ず

田た

奈な

央お

生き

先
生
は
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
普
段
遠
慮
し
が
ち
な
教
師
が
発
言
し
や

す
い
よ
う
に
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
の
対

話
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
う
し
た
教
師

も
『
自
分
の
意
見
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
れ

る
』
と
安
心
し
て
、
心
を
開
い
て
思
い
を
語

れ
る
よ
う
に
な
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
、
若
手
の
教
師
は
、
数
十
年
前
に
私
た
ち

が
若
手
だ
っ
た
頃
に
比
べ
て
、
管
理
職
な
ど

と
の
間
に
距
離
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
組
織
の
年
齢
構
成
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

に
な
り
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
と
若
手
教
師
を
つ

な
ぐ
中
堅
の
教
師
が
少
な
い
こ
と
が
、
そ
の

一
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
若

手
の
教
師
も
発
言
を
し
や
す
い
場
を
意
図
的

に
設
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
ま
た
、
以
前
は
授
業
以
外
の
時
間
を
、
教

科
や
分
掌
ご
と
に
分
か
れ
て
過
ご
す
こ
と
が

多
か
っ
た
。
現
在
は
同
僚
性
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
、
で
き
る
だ
け
学
年
や
学
科
単
位
で

集
ま
り
、
教
師
間
の
交
流
が
充
実
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
せ
る
同
僚
性
の
高

い
組
織
で
は
、
本
質
的
な
議
論
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
本
校
で
も
日
常
的
な
会
話
が
増
え

た
こ
と
で
、
１
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
ず
、

組
織
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
文
化
が
少

し
ず
つ
根
づ
い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

（
神
出
校
長
）

　
さ
ら
に
管
理
職
は
、
傾
聴
の
姿
勢
を
大
切

に
し
、
特
に
経
験
の
浅
い
教
師
に
積
極
的
に

声
を
か
け
、
相
互
理
解
の
機
会
を
意
識
的
に

設
け
て
い
る
。
折
に
触
れ
て
「
失
敗
し
て
も

よ
い
」
と
伝
え
、
教
師
が
安
心
し
て
発
言
し
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
づ

く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

　「
生
徒
の
前
に
、
ま
ず
は
教
師
が
自
走
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
広
が
る
に

連
れ
て
、
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体

的
に
校
務
の
改
善
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
教
務
主
任
の
岩
坂

宗た
か
し

先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
私
自
身
、
教
務
主
任
と
い
う
立
場
か
ら
、

『
滞
っ
て
い
る
業
務
は
な
い
か
』『
改
善
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
』
と
い
っ
た
意
識
を
持
っ

て
、
先
生
方
の
声
を
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
他
校
の
取
り
組
み
に
も
広
く
目
を
向
け

て
知
見
を
得
て
、
周
囲
を
巻
き
込
み
、
小
さ

な
こ
と
か
ら
で
も
改
善
し
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
約
２
０
０
人
の
す
べ
て
の
教
師
が
同
じ
熱

量
で
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ

が
、日
を
追
う
ご
と
に
志
を
同
じ
く
す
る
「
仲

間
」
が
増
え
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
る
。

そ
の
「
仲
間
」
に
は
生
徒
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　「
教
師
と
生
徒
は
立
場
こ
そ
異
な
り
ま
す

が
、
と
も
に
学
び
を
追
求
す
る
者
同
士
で
す
。

教
師
が
指
導
す
る
の
で
は
な
く
、『
と
も
に

学
ぶ
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に
立
て
ば
、
生
徒

の
姿
を
通
し
て
、
い
く
ら
で
も
学
び
の
機
会

を
見
い
だ
せ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
生
徒

が
教
師
の
話
に
耳
を
傾
け
な
い
の
で
あ
れ

ば
、『
言
語
化
す
る
力
を
も
っ
と
高
め
な
く

て
は
』
な
ど
と
課
題
に
気
づ
け
ま
す
。
そ
う

し
て
学
び
続
け
る
教
師
の
姿
を
見
た
生
徒
の

中
に
は
、『
自
分
も
学
ぼ
う
』
と
、
学
習
意

欲
を
高
め
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
は
ず
で

す
。
そ
う
し
た
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
教
員
研
修
は
必
要
な
く
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」（
荒
川
先
生
）

　
教
師
と
生
徒
が
相
互
に
学
び
合
う
場
は
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
の
存
在
意
義
に
な
る
と
同

校
は
考
え
て
い
る
。
生
徒
が
大
人
に
な
っ

た
時
、「
飛
驒
高
山
高
校
に
通
っ
た
こ
と
で
、

自
分
の
人
生
が
豊
か
に
な
っ
た
」
と
振
り
返

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
理
想

を
実
現
す
る
た
め
の
実
践
を
続
け
て
い
く
。

写真　「反省職員会議」では、管理職は対話を行うグループには参加
せず、教職歴が浅い教師でも発言しやすい雰囲気づくりに努めている。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

自
由
に
発
言
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、少
人
数
で
議
論

学
び
の
過
程
で
の
教
師
の
自
己
開
示

教
師
が
最
も
身
に
つ
け
る
べ
き

も
の
は
、生
徒
か
ら
学
ぶ
姿
勢

教
師
の
変
化
と
今
後
の
課
題
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※プロフィールは、2025 年３月時点のものです。

　「
若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
は
、

全
国
の
若
手
教
師
が
、
高
校
教
育
の
あ
り
方

や
直
面
し
て
い
る
問
題
の
解
決
方
法
な
ど
に

つ
い
て
語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
だ
。
24
年
度
の
活
動
方
針
は
、
各
メ

ン
バ
ー
が
自
身
の
問
題
意
識
や
興
味
・
関
心

に
基
づ
い
て
今
年
度
取
り
組
む
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
そ
れ
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
を
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
こ
で
、

７
月
に
実
施
し
た
今
年
度
の
１
回
目
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
日
頃
の
問
題

意
識
や
自
分
の
興
味
・
関
心
に
つ
い
て
、
メ

ン
バ
ー
間
で
語
り
合
い
、
互
い
の
こ
と
を
知

っ
た
上
で
、
問
題
意
識
や
興
味
・
関
心
に
共

通
点
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
協
働
し
て
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
取
り
組
む
か
、
あ
る
い
は
1
人

で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
取
り
組
み
、
そ
の
過

程
で
必
要
に
応
じ
て
他
の
メ
ン
バ
ー
と
協
働

す
る
か
を
メ
ン
バ
ー
自
身
が
決
定
し
た
。
そ

し
て
、
９
月
に
実
施
し
た
２
回
目
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
４

つ
の
テ
ー
マ
（
図
１
）
で
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
で
活
動
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
９
月
の
段
階
で
は
、「
教
師
の
説
明
中
心

の
授
業
か
ら
脱
却
し
、
生
徒
の
主
体
性
を
引

き
出
す
自
由
進
度
学
習
に
挑
戦
し
た
い
」「
探

究
学
習
に
対
す
る
教
師
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

を
変
え
る
た
め
、
学
校
を
超
え
た
教
員
研
修

を
実
施
し
た
い
」
な
ど
と
メ
ン
バ
ー
か
ら
展

望
が
語
ら
れ
た
。
し
か
し
、
勤
務
校
が
異
な

る
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

め
る
か
は
不
透
明
だ
っ
た
。

全国の公立・私立高校から若手教師12人が参加し、オン
ラインで交流。自身の興味・関心や問題意識を基にして設
定したテーマに分かれ、個人またはグループで１年間活動。

テーマ	「授業において、生徒の力をどのようにして
	 借りれば、うまくいくのか」

（メンバー：北海道羽
は

幌
ぼろ

高校・小
こ

山
やま

知
とも

倫
のり

先生、山形県立鶴岡中央高校・
五
い が ら し

十嵐雄大先生、山形県立山形北高校・柴田勝将先生、東京都立田柄高校・
齋藤愛

まな

実
み

先生、山口県立岩国総合高校・川端雄也先生、福岡県立筑紫丘高
校・徳永拓也先生）

テーマ	「教師による教育実践の発信と共有について」
（メンバー：市立札幌藻岩高校・對

つ

馬
しま

光揮先生）

テーマ	「学校横断型の教員研修」
（メンバー：北海道・私立旭川明成高校・佐藤卓也先生、東京都・私立多
摩大学附属聖ヶ丘中学高校・出

いず

岡
おか

由
ゆ

宇
う

先生、広島県・私立如
じょ

水
すい

館
かん

中学高校・
田栗和馬先生）

テーマ	「自学の質を高めるには」
（メンバー：栃木県立足利清風高校・田

た

島
じま

祥
よし

行
ゆき

先生、福井県立勝山高校・
片矢雄大先生）

学校を超えた実践

若
手
教
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
身
が
抱
え
る
悩
み
を
共
有
し
、

解
決
策
を
仲
間
と
模
索
し
な
が
ら
、自
校
で
実
践
す
る

「
若
手
教
師・
教
育
創
造
M
T
G
」の
取
り
組
み

２
０
２
０
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
主
催
の
「
若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）」
は
、
全
国
の
若
手
教
師
が
様
々
な
教
育
課
題
に

つ
い
て
語
り
合
う
オ
ン
ラ
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
。
第
２
期
２
年
目
と
な
る
24
年
度
は
、
メ
ン
バ
ー
が
自
身
の
問
題
意
識
や
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
、

グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
取
り
組
ん
だ
。
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
は
、学
校
と
い
う
枠
を
超
え
て
生
ま
れ
た
「
安
心
・
安
全
な
空
間
」
が
、メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
挑
戦
を
支
え
て
い
る
。

2024年度の「若手教師・教育創造MTG」の活動図１

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
基
に

新
し
い
試
み
に
挑
む
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─
出い

ず

岡お
か

由ゆ

宇う

先
生
、
齋
藤
愛ま

な

実み

先
生
は
、

「
若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
に
ど
の

よ
う
な
思
い
で
参
加
さ
れ
た
の
で
す
か
。

出
岡
　
新
し
い
友
人
を
つ
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
の
探
究
学
習
の

実
践
を
全
国
の
先
生
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

齋
藤
　
私
も
新
し
い
仲
間
が
で
き
る
と
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
全
国
の
先
生
と
話

を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
取
り
組
み
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
機
会
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
予
感
も
あ
り
ま
し
た
。

─
24
年
度
は
、
メ
ン
バ
ー
は
自
身
の
課
題

や
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
て
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
。

出
岡
　
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
体
的
な
生

徒
を
育
て
る
上
で
教
師
に
求
め
ら
れ
る
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
横
断

の
合
同
教
員
研
修
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
本
校
の
先
生
方
の
変
化

は
、「
合
同
教
員
研
修
で
、
他
校
の
先
生
も

こ
う
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
…
…
」
な
ど
と
、

校
外
の
情
報
も
エ
ビ
デ
ン
ス
に
し
て
、
話
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
自
校
以
外

に
よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
す
仲
間
が
で
き
た

こ
と
は
、
と
て
も
価
値
が
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

齋
藤
　
私
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が

自
分
の
授
業
実
践
を
共
有
し
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
合
っ
て
、
授
業
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
た
こ
と
で
授
業
改
善
が
大
き
く
進

　
メ
ン
バ
ー
自
身
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
中
で
教
師
と
し
て
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、「
教
師
に
よ

る
探
究
学
習
」
と
も
言
え
る
活
動
だ
っ
た
。

ど
の
メ
ン
バ
ー
も
多
忙
で
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
各
チ
ー
ム
の
活
動
は
停
滞
す
る
こ

と
は
な
く
、
新
し
い
試
み
に
挑
み
、
25
年
２

月
の
最
終
活
動
報
告
に
至
る
ま
で
、
成
果
や

課
題
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
共
有
し
続
け
た
。

　
例
え
ば
、
自
由
進
度
学
習
な
ど
を
導
入
し

て
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
だ
メ
ン
バ
ー
は
、

「
生
徒
は
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
選
ぶ
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
学
習
内
容
の
理
解

が
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
成
果

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
活
用
し
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（
P. 

20
図
２
）
上
で
報
告
す
る
一
方
で
、

「
教
師
の
説
明
が
中
心
の
授
業
に
戻
し
て
ほ

し
い
と
言
っ
て
き
た
生
徒
も
い
る
」「
教
材

の
準
備
が
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、
生
徒
が
自

由
進
度
学
習
の
よ
さ
を
味
わ
え
な
か
っ
た
」

な
ど
と
自
身
の
課
題
も
率
直
に
語
っ
た
。

　
勤
務
校
の
生
徒
の
状
況
も
異
な
る
若
手
教

師
が
協
働
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
直
面
し
て
い
る

問
題
の
解
決
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
な
ぜ
か
。
若
手
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
在

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
要
因
を
、

２
人
の
メ
ン
バ
ー
と
の
対
話
か
ら
探
る
。

み
、
そ
の
結
果
、
生
徒
た
ち
に
も
大
き
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
（
＊
）。
当
初
は
、
地
域

性
や
生
徒
の
学
力
も
異
な
る
学
校
の
教
師
同

士
で
ど
ん
な
交
流
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
話
を
し
て

み
る
と
、
似
た
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
授
業
改
善
に
生
か
せ
る
気

づ
き
も
た
く
さ
ん
得
ら
れ
ま
し
た
。

─
「
若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
で
、

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
か
。

齋
藤
　
自
分
の
本
音
や
悩
み
を
吐
露
で
き
た

こ
と
が
要
因
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
な
問
題
意
識
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
か
ら
成

る
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
で
、
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
は
日
々
の
授
業
の
悩
み
を

気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
全
体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
、

先
生
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
反
応
が
と
て

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

東
京
都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属

聖
ヶ
丘
中
学
高
校

出
岡
由
宇 

い
ず
お
か
・
ゆ
う

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
国

語
科

メ
ン
バ
ー
に
聞
く
「『
若
手
教
師・
教
育
創
造
M
T
G
』
は
ど
の
よ
う
な
場
だ
っ
た
の
か
」

「
聴
い
て
い
る
よ
」の
サ
イ
ン
を
送
り
合
う
中
で
、

と
も
に
問
題
解
決
に
挑
も
う
と
す
る
空
気
が
醸
成
さ
れ
た

期
待
し
た
の
は
、
実
践
を
共
有
す
る

「
新
し
い
仲
間
」と
の
出
会
い

実
践
す
る
仲
間
が
、

悩
み
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
た

な
ぜ
若
手
教
師
た
ち
は

行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

東
京
都
立
田
柄
高
校

齋
藤
愛
実 

さ
い
と
う
・
ま
な
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
数

学
科

＊ 齋藤先生の授業については、P.26〜29の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践」をご覧ください。
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も
よ
く
、
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
も
ら
え
て

い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

出
岡
先
生
の
笑
顔
と
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
緊
張

を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

出
岡
　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
、
リ
ア
ル
で
あ

れ
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
伝
わ
ら
な
い
と
、
話
し
て
い
る
う
ち
に

不
安
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
私
は
意
識

的
に
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
し
た
し
、
そ
う

し
た
自
分
の
態
度
が
参
加
者
全
員
に
と
っ
て

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
せ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
期
初
回

の「
若
手
教
師・教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」で
、
学
校

対
抗
の
麻
雀
大
会
を
提
案
し
た
の
も
、
真
面

目
一
辺
倒
で
は
な
く
、ま
ず
は
楽
し
い
関
係
性
、

仲
間
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

齋
藤
　「
み
ん
な
で
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い

っ
た
雰
囲
気
を
味
わ
え
た
の
は
、
同
じ
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
私
の
実
践
の
中
に
必
ず

よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
、
成
功
し
た
時
に

は
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
た
り
、

相
談
や
質
問
を
し
た
時
に
は
自
分
の
こ
と
の

よ
う
に
親
身
に
な
っ
て
、「
自
分
な
ら
こ
う

す
る
」
と
、
自
分
の
実
践
を
踏
ま
え
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
し
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
ど
の
メ
ン
バ
ー
も
評
論
家
で
は
な

く
、
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
う
仲
間
で
し

た
。
リ
ア
ル
か
オ
ン
ラ
イ
ン
か
は
大
き
な
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

出
岡
　
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
の
方
々

が
、
現
場
の
教
師
と
は
少
し
違
う
視
点
で
教

育
を
語
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
、
と
て
も
刺
激

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

で
試
行
錯
誤
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
全
国

の
実
践
を
知
る
編
集
部
の
方
々
か
ら
、「
そ

の
実
践
は
面
白
い
」「
そ
の
取
り
組
み
に
は

実
は
こ
ん
な
価
値
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
評
価
し
て
も
ら
え
た
こ
と
も
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
と
い
う
、

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自

由
に
語
れ
る
場
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

─
「
若
手
教
師
・
教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
の

経
験
を
、
今
後
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
か
。

齋
藤
　
学
校
外
で
の
学
び
を
自
分
自
身
の
成

長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
ら
、

次
は
自
分
の
勤
務
校
に
還
元
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
本
校
の
若
手
教
師
の
中
に
、
私

の
授
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
先
生

も
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
先
生
た
ち
と

じ
っ
く
り
話
す
機
会
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

出
岡
　
近
年
、
通
信
制
高
校
を
選
択
す
る
高

校
生
が
増
え
る
な
ど
、
学
校
の
意
義
を
改
め

て
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
高
校
教
育
の
あ
り
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
校
外
の
先
生
と
今
後
も
自
由
に

議
論
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
学
び
を

自
校
に
還
元
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「若手教師・教育創造MTG」　のメンバーのSNS上でのやり取り図２

同じチームのメンバーにSNS上で感謝
の言葉を伝える齋藤先生。「雰囲気が
とても話しやすく、安心感があった」「関
心を持ってもらえたり、褒めてもらえた
り、かけてくれる言葉が温かかった」な
ど、悩みを相談したり、新しい挑戦の
進捗を報告したりすることができる関
係性をつくれていることがうかがえる。

齋藤先生と同じチームの教師は、メン
バーの授業改善の取り組みが活発化し
た理由として、指導ノウハウなどの「情
報」の交換だけでなく、指導にかける
思い、情熱を交換できたことを挙げた。
それぞれの学校で指導にあたるメン
バーの存在を念頭に、「自分が１人では
ないと思えるようになった」と打ち明
けていることにも注目したい。
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生
徒
や
保
護
者
の
価
値
観
の
変
化
、
１
人

１
台
端
末
の
整
備
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
な
ど

が
学
校
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

先
生
方
に
は
目
の
前
の
生
徒
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
の
あ
り
方
を
、
過
去
の
常
識
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
模
索
し
続
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
は
、
各
校
、
各
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
20
代
、
30
代
の
先
生
方
の
学

校
を
超
え
た
つ
な
が
り
づ
く
り
を
お
手
伝
い

す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
で
も
将
来
に
向
け
た

学
校
教
育
の
支
援
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
「
若
手
教
師
・

教
育
創
造
Ｍ
Ｔ
Ｇ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
の
活
動
で
編
集
部
が
大
切
に
し
た

こ
と
の
１
つ
は
、
先
生
方
に
「
越
境
す
る
学

び
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
か
ら
一
歩
踏
み
出

し
、
驚
き
や
違
和
感
を
味
わ
う
こ
と
で
、
自

分
は
ど
ん
な
教
師
を
志
し
、
ど
ん
な
授
業
、

ど
ん
な
生
徒
と
の
関
係
を
目
指
し
て
い
る
の

か
を
自
問
し
、
気
づ
き
を
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
、
12
人
の
メ

ン
バ
ー
は
、
教
科
も
勤
務
校
の
生
徒
の
様
子

も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
置
か
れ
た
状
況

が
異
な
る
先
生
同
士
の
対
話
で
は
、
自
分
が

直
面
し
て
い
る
問
題
の
答
え
は
す
ぐ
に
は
得

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、様
々

な
実
践
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
自
身
を
俯
瞰

し
、
新
た
な
視
点
で
問
題
に
向
き
合
っ
て
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
先
生
方
が
交
流
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
は
、
私

た
ち
編
集
部
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
本
誌
の

製
作
を
通
じ
て
得
た
教
育
の
知
見
や
、
変
化

の
大
き
な
時
代
に
生
き
る
１
人
と
し
て
思
い

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
も
私
た
ち
編
集
部
員
が
、
先
生
方

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
少
し
で
も
異
質
な
存

在
で
あ
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
編
集
部
が
大
切
に
し
た
こ
と
が
も
う
１
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
悩
み
や
不
安
を
打
ち

明
け
る
こ
と
が
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
で

す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
「
ワ
ク
ワ
ク
」「
熱

い
」「
気
軽
に
話
せ
る
」「
安
心
・
安
全
の
場
」

「
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
を
大
切
に
」
と
い

う
、
こ
ん
な
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
（
写
真
）
に
し
て
、
先
生
方
に
お
伝
え
し

ま
し
た
。
互
い
の
悩
み
や
失
敗
を
可
能
性
と

し
て
歓
迎
し
合
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
先
生
方
の

取
り
組
み
を
聞
い
た
時
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
校

務
の
中
で
の
様
々
な
気
づ
き
を
書
い
た
投
稿

を
読
ん
だ
時
に
は
、
そ
の
内
容
を
自
分
な
り

に
受
け
止
め
て
、
感
想
を
述
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
場
で
試
行
錯
誤
し

て
い
る
先
生
方
に
、
現
場
に
い
る
わ
け
で
は

な
い
私
が
新
た
な
視
点
な
ど
を
提
供
す
る
こ

と
は
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

先
生
方
の
言
葉
を
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
は

き
ち
ん
と
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
先
生
方
は
全
員
、
越
境
し
た

学
び
の
中
で
の
気
づ
き
と
、
新
し
く
で
き
た

仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
授
業
や

生
徒
・
同
僚
と
の
関
係
性
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
っ
た
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
学
び
続
け
る
先
生
方
の
姿
に
非
常
に
刺

激
を
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、「
聴
い
て
い
る

よ
」「
い
い
ね
」
の
サ
イ
ン
を
丁
寧
に
送
り

合
う
こ
と
が
、
新
し
い
挑
戦
へ
の
原
動
力
に

な
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

も
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

写真　「若手教師・教育創造MTG」のオンラインミーティングで繰り
返し参加者に伝えたスローガン。

Wワクワク　A熱い

K気軽に話せる　A安心・安全の場

Tトライアル＆　Eエラーを大切に

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
n
e
x
t
編
集
部
は
、若
手
教
師
た
ち
の
活
動
の
場
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
つ
く
っ
た
の
か

「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

悩
み
や
失
敗
を
財
産
と
し
て
認
め
合
え
る
場
を
目
指
し
た

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部

丸
山
茉
莉 

ま
る
や
ま
・
ま
り

「
越
境
す
る
学
び
」の
驚
き
や

違
和
感
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

受
け
止
め
た
と
い
う
サ
イ
ン
を

皆
が
丁
寧
に
出
し
合
っ
た
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柏
木
　
中
央
教
育
審
議
会
の
「『
令
和
の
日

本
型
学
校
教
育
』
を
担
う
教
師
の
在
り
方
特

別
部
会
」
で
は
、
教
師
に
共
通
的
に
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
を
5
つ
の
柱
で
再
整
理
し

て
い
ま
す
（
P. 

5
図
1
）。
管
理
職
は
教
師

一
人
ひ
と
り
の
能
力
や
適
性
な
ど
を
把
握

し
、
教
師
集
団
の
総
合
力
を
最
大
化
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
学
校
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
い
、
研
修
推
進
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
、

そ
し
て
教
師
集
団
と
し
て
の
対
応
や
教
師

間
の
連
携
・
協
働
・
相
互
補
完
に
よ
り
、
総

合
的
に
学
校
組
織
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

伴
走
す
る
教
師
へ
の
支
援
な
ど
で
高
校
現
場

に
か
か
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。
探
究
学
習
が
生

徒
主
体
の
学
び
と
な
る
た
め
に
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
や
外
部
連
携
を
推
進
す
る

力
な
ど
が
教
師
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
下
向
さ

ん
は
、
教
師
に
必
要
な
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

下
向
　
探
究
学
習
で
は
、
教
師
は
生
徒
に
教

え
る
こ
と
よ
り
も
、
生
徒
と
と
も
に
学
び
を

楽
し
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
得
意
・
不

得
意
は
異
な
り
ま
す
か
ら
、
探
究
学
習
に
お

け
る
生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
も
教
師
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
人
間
と
し
て
の
凸
凹
は
、

教
師
に
も
あ
っ
て
当
然
で
す
。
そ
し
て
、
探

※プロフィールは、
2025年３月時点のものです。

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
教
師
が
連
携

し
、
補
い
合
い
な
が
ら
、
学
校
総
体
と
し
て

資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
考
え
方

を
、
上
村
校
長
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
ま
す
か
。

上
村
　
本
校
の
教
師
は
20
代
、
30
代
が
６
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
で
は

経
験
が
異
な
る
た
め
、
教
師
に
共
通
的
に
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
も
、
す
べ

て
の
教
師
に
同
じ
水
準
を
求
め
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
師
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
強
み
を
生
か
し
、
足
り
な
い
部
分

が
あ
れ
ば
補
い
合
う
、
そ
う
し
た
教
師
集
団

を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

柏
木
　
下
向
さ
ん
は
、
生
徒
の
探
究
学
習
に

教
師
同
士
が
互
い
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、

異
な
る
価
値
観
、経
験
に
気
づ
く
こ
と
で
、

学
校
の
中
で
つ
な
が
っ
て
い
く

主
体
的
に
学
び
合
い
、
補
い
合
い
、
高
め
合
う
教
師
集
団
と
な
る
た
め
に
、
教
師
一
人
ひ
と
り
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
管
理
職
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
多
摩
研
」
を
始
め
と
し
た
、

教
師
が
主
体
的
に
参
加
す
る
対
話
型
の
校
内
研
修
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
学
校
全
体
で
「
自
己
調
整
学
習
」
を
導
入
す
る
な
ど
、

学
校
改
革
を
進
め
る
東
京
都
立
多
摩
高
校
の
上か

み

村む
ら

礼
子
校
長
と
、
探
究
学
習
に
お
け
る
生
徒
や
教
師
の
伴
走
支
援
な
ど
に
取
り
組
む

株
式
会
社roku you

の
下し

も

向む
か
い

依え

梨り

代
表
取
締
役
、
そ
し
て
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
が
語
り
合
っ
た
。

誰
か
の
弱
み
は
違
う
誰
か
の
強
み

で
補
う
、そ
ん
な
教
師
集
団
に

 編集部
統括責任者

柏木 崇

右

株式会社 roku you 代表取締役
一般社団法人 日本 SEL

推進協会 代表理事

下
し も

向
むかい

依
え

梨
り

左

本特集テーマについて
管理職、識者と語り合う

東京都立多摩高校 校長

上
か み

村
む ら

礼子

中央
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究
学
習
や
教
科
横
断
的
な
学
び
に
な
る
ほ

ど
、
凸
凹
の
あ
る
個
人
が
集
団
と
し
て
補
い

合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
岐
阜
県
立
飛ひ

驒だ

高た
か

山や
ま

高
校
（
P. 

14
〜

17
）
で
は
、
設
定
し
た
教
育
目
標
の
実
現
に

向
け
て
、
自
校
の
教
師
に
必
要
な
７
つ
の
資

質
・
能
力
を
明
確
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

校
長
が
全
教
師
と
面
談
を
実
施
し
、
達
成
し

て
ほ
し
い
目
標
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
に
意

識
と
行
動
の
変
容
を
促
し
て
い
ま
し
た
。
自

校
の
生
徒
に
育
む
こ
と
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
明
確
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
目
標

の
実
現
の
た
め
に
自
校
の
教
師
に
求
め
ら
れ

る
資
質
・
能
力
を
明
確
化
し
て
い
る
の
は
、

先
進
的
な
取
り
組
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

上
村
　
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
で
す
ね
。
自
校
の
生
徒
に
育

む
こ
と
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、
私
た
ち

は
生
徒
の
姿
や
希
望
進
路
、
社
会
の
現
状
を

踏
ま
え
て
明
確
化
し
ま
し
た
。
自
校
の
教
師

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
も
、

一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
ど
の
よ
う
な
資
質
・

能
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
校
長
が
把
握
し

な
い
ま
ま
設
定
し
て
も
、
そ
れ
は
絵
に
描
い

た
餅
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

下
向
　
自
校
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
は
、
全
教
師
に
同
水
準
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
強
み
や
情
熱

を
傾
け
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
ど
の
程
度
求
め
る
の
か

を
、
校
長
は
面
談
な
ど
で
の
対
話
を
通
じ
て
、

一
人
ひ
と
り
と
目
線
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
自
分
を
受
け
入

れ
て
も
ら
え
て
こ
そ
人
は
、「
こ
の
ま
ま
で

よ
い
の
か
な
」「
も
っ
と
挑
戦
し
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。

柏
木
　
校
長
に
は
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
資

質
・
能
力
を
把
握
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
師
が
自
分
や
同
僚
が
ど
ん
な
強

み
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
互
い
に
気
づ
き
合

え
る
よ
う
な
場
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
た
だ
、「
皆
さ
ん
、
自
分
の
得
意
・

不
得
意
を
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
校
長
が

勧
め
て
も
、
教
師
た
ち
は
自
分
の
こ
と
を
語

る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
よ
ね
。

下
向
　
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
同
僚
と
語

り
合
う
と
、「
自
分
は
こ
う
見
ら
れ
た
い
」「
弱

み
を
知
ら
れ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
思
い
を

抱
き
、
自
分
の
内
面
を
開
示
す
る
の
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
、

「
な
ぜ
教
師
に
な
っ
た
の
か
」「
最
近
、
ど
ん

な
生
徒
の
姿
に
喜
び
を
感
じ
た
か
」「
自
分

が
ど
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
成
功
・
失
敗

し
た
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か
ら
語
り
合
う

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
教
師
だ
か
ら
得
ら

れ
た
経
験
を
語
る
こ
と
で
、
同
僚
の
思
い
を

穏
や
か
な
気
持
ち
で
聞
き
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。

柏
木
　
自
分
の
得
意
・
不
得
意
か
ら
語
り
合

う
の
で
は
な
く
、
教
師
と
し
て
の
日
々
の
思

い
や
経
験
を
語
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
よ

い
の
で
す
ね
。

下
向
　
私
が
実
践
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｌ
（
P. 

８
図

2
）
で
は
、
他
者
の
話
を
「
聴
く
」
こ
と
を

通
じ
て
、
他
者
の
中
で
今
、
何
が
起
き
て
い

る
の
か
に
気
づ
く
こ
と
、
そ
し
て
自
分
自
身

が
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
か
に

気
づ
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
教
師

も
、
ほ
か
の
教
師
の
思
い
や
経
験
を
「
聴
く
」

こ
と
で
、
自
分
と
は
異
な
る
価
値
観
や
自
分

に
は
な
い
経
験
を
知
り
、
同
僚
の
強
み
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校
長
を
含
む
す
べ

て
の
教
師
が
「
聴
く
」
力
を
持
つ
こ
と
が
重

要
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

上
村
　
同
僚
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
自
分
と

は
異
な
る
価
値
観
や
自
分
に
は
な
い
経
験
に

気
づ
く
中
で
、
教
師
は
「
学
校
は
こ
の
ま
ま

で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」「
も
っ
と
よ
い
学
校

に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
全
国
の
高
校
に

は
、
不
登
校
の
生
徒
、
日
本
語
を
母
語
と
し

な
い
生
徒
、
発
達
に
特
性
が
あ
る
生
徒
が
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
と
向
き
合
っ

た
教
師
は
、「
自
分
や
学
校
は
こ
の
ま
ま
で

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

す
べ
て
の
教
師
に
求
め
ら
れ
る

「
聴
く
」力

下
向
依
梨

◎
株
式
会
社roku you 

代
表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
Ｓ
Ｅ
Ｌ
推
進
協
会
代
表
理
事
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

学
教
育
大
学
院
で
発
達
心
理
学
に
お
い
て
修
士
号
を
取
得
。

帰
国
後
、
一
条
校
と
は
異
な
る
教
育
を
提
供
す
る
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
に
勤
務
。
算
数
・
英
語
を
中
心
と
す

る
教
科
を
教
え
な
が
ら
、
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ

く
り
な
ど
に
携
わ
る
。
２
０
１
９
年
に
株
式
会
社roku 

you

を
設
立
。
Ｓ
Ｅ
Ｌ
（S

ocial and Em
otional 

Learning

）
を
基
軸
に
、
全
国
延
べ
１
０
０
校
以
上
の
学

校
改
革
や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
な
ど
に
か
か
わ
る
。
著
書
に
『
世
界
標
準
の
Ｓ
Ｅ
Ｌ

教
育
の
す
す
め
「
切
り
ひ
ら
く
力
」
を
育
む
親
子
習
慣

：
学
力
だ
け
で
幸
せ
に
な
れ
る
の
か
？
』（
小
学
館
）。

上
村
礼
子

◎
東
京
都
立
多
摩
高
校
校
長
。
公
立
中
高
一
貫
校
で
の
副

校
長
の
経
験
を
経
て
、
２
０
２
３
年
度
に
多
摩
高
校
に
校

長
と
し
て
赴
任
。
動
画
を
活
用
し
た
「
自
己
調
整
学
習
」

の
推
進
（
＊
）
や
、
進
路
学
習
に
お
け
る
探
究
学
習
の
導

入
な
ど
、「
授
業
が
分
か
る
、
学
び
た
く
な
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
学
校
改
革
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
４
年
よ
り

日
本
理
化
学
協
会
会
長
。
教
諭
時
代
の
担
当
教
科
・
科
目

は
理
科
・
化
学
。

＊ 東京都立多摩高校の「自己調整学習」に関する取り組みは、『VIEW next』高校版2024年10月号に掲載しています。右の二次元コードからアクセス
してください。
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よ
い
の
か
」「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
思
い
を
そ
れ
ぞ
れ
抱
く
も
の
で
す

が
、
重
要
な
の
は
、
教
師
が
持
つ
そ
の
思
い

に
、
互
い
に
耳
を
傾
け
合
う
機
会
が
あ
る
か

ど
う
か
で
す
。
互
い
の
思
い
を
知
る
機
会
が

な
け
れ
ば
、「
自
分
も
学
校
も
、
今
の
ま
ま

で
十
分
」
と
思
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

下
向
　
他
者
の
思
い
を
「
聴
く
」
中
で
、
他

者
の
持
っ
て
い
る
自
分
と
の
違
い
を
「
そ
の

人
の
強
み
」
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
自
然
に
教
師
間
で
連
携
す
る
よ
う

に
な
り
、
総
体
と
し
て
の
教
師
集
団
の
力
を

高
め
る
一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

上
村
　
本
校
で
は
、
若
手
や
有
志
の
教
師
が

授
業
研
究
を
行
う
「
多
摩
研
」
を
月
に
１
回

実
施
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
実
施
時
間
は
30
分
と
短
い
の

で
す
が
、
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
や
育
て
た

い
生
徒
像
、
日
々
の
喜
び
や
悩
み
を
話
し
合

う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
互
い
の

価
値
観
や
経
験
を
知
る
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
対
話
を
取
り
入
れ
た
研
修
で
は
、
会
の

終
わ
り
に
は
、
参
加
者
か
ら
「
も
う
終
わ
り

な
の
？
」「
こ
の
テ
ー
マ
で
も
う
一
度
話
し
合

お
う
よ
」
と
い
っ
た
声
が
よ
く
上
が
り
ま
す
。

下
向
　「
な
ぜ
教
師
に
な
っ
た
の
か
」「
生
徒

の
ど
の
よ
う
な
姿
に
喜
び
を
感
じ
る
か
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、「
忙
し
い
中
で
、

わ
ざ
わ
ざ
集
ま
っ
て
話
す
こ
と
な
の
か
」
な

ど
と
否
定
的
に
捉
え
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
互
い
の
人
生
や
生
徒
観
が
透

け
て
見
え
る
テ
ー
マ
だ
か
ら
こ
そ
、
相
互
理

解
が
進
む
の
で
す
。
管
理
職
の
先
生
方
に
は
、

そ
う
し
た
テ
ー
マ
で
の
対
話
の
場
を
つ
く
る

際
に
は
、
短
期
間
で
そ
の
対
話
の
成
果
を
求

め
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、
管
理

職
こ
そ
、
率
先
し
て
生
徒
や
教
師
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
感
じ
た
喜
び
や
悩
み
を
、
自
分

の
言
葉
で
語
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
管
理
職
と
教
師
、
教
師
同
士
が
つ
な
が

っ
て
い
き
、
学
校
の
中
で
の
困
り
事
も
相
談

し
や
す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
、「
あ
の
先
生

な
ら
協
力
し
て
も
ら
え
そ
う
」
な
ど
と
、
教

師
間
の
連
携
や
相
互
補
完
が
進
み
、
教
師
の

主
体
性
が
向
上
し
て
い
く
は
ず
で
す
。

柏
木
　
東
京
都
・
私
立
か
え
つ
有
明
中
・
高

校
（
P. 

６
〜
９
）
で
は
、
自
分
の
考
え
や

思
い
を
聞
い
て
も
ら
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と

で
、
他
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
互
い
の
実

践
を
支
え
合
う
教
師
集
団
を
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
な
場
を
校

内
に
つ
く
り
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。

下
向
　
教
師
が
自
分
の
思
い
を
語
り
や
す

い
の
は
、
や
は
り
生
徒
に
関
す
る
こ
と
で

す
。「
こ
の
生
徒
と
う
ま
く
向
き
合
え
な
く

て
苦
し
い
」「
あ
の
生
徒
が
成
長
し
て
う
れ

し
い
」
と
い
っ
た
、「
嘆
き
と
祝
い
」
を
共

有
す
る
場
が
学
校
の
中
に
あ
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。
お
茶
や
お
菓
子
が
置
か
れ
て
い
て
、

教
師
が
一
息
つ
き
な
が
ら
、
他
者
や
自
分
と

向
き
合
え
る
よ
う
な
空
間
を
つ
く
る
こ
と
も

一
案
で
す
。
ま
た
、
語
り
合
う
時
は
、「
相

手
の
話
を
最
後
ま
で
聴
く
」「
聴
い
て
い
る

時
は
、
よ
い
・
悪
い
な
ど
と
評
価
せ
ず
、
あ

り
の
ま
ま
を
受
け
止
め
る
（
＝
ノ
ン
ジ
ャ
ッ

ジ
メ
ン
タ
ル
）」「
話
を
聴
い
て
理
解
し
た
こ

と
や
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
時
は
、『
私
は

～
だ
と
思
う
』
の
よ
う
に
、『
私
』
を
主
語

に
し
た
I
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え
る
」
と
い
っ

た
対
話
の
ル
ー
ル
を
事
前
に
共
有
し
て
お
く

と
、
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

柏
木
　
上
村
先
生
は
現
場
の
教
師
と
向
き
合

う
時
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
か
。

上
村
　
ま
ず
、
人
の
行
動
に
は
、
す
べ
て
そ

の
人
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
想
定
外

の
言
動
で
も
、
本
人
の
思
い
を
聴
く
中
で
、

そ
の
理
由
が
分
か
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
私
が
答
え
を
言
う
こ
と
は

で
き
る
だ
け
せ
ず
、
先
生
方
一
人
ひ
と
り
に

考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
が
課
題
を
検
討
し
、
課
題
に
対
す
る
施

策
を
管
理
職
に
提
示
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
私
が
施
策
を
提
示
し
、
そ
の
実
行
を
指

示
す
る
だ
け
で
は
、
先
生
方
は
納
得
し
て
行

動
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

下
向
　
上
村
校
長
の
そ
う
し
た
配
慮
が
、
一

人
ひ
と
り
の
主
体
性
を
引
き
出
す
の
だ
と
思

い
ま
す
。
部
下
は
上
司
に
指
示
を
出
し
て
も

ら
う
方
が
楽
で
す
し
、
自
分
で
問
い
を
立
て
、

答
え
を
出
す
こ
と
は
苦
し
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
経
験
は
教
師
に
も
必
要
で
、
実

際
、
学
校
改
革
の
取
り
組
み
に
主
体
的
に
参

画
し
た
教
師
の
経
験
が
、
生
徒
の
探
究
学
習

に
伴
走
す
る
教
師
の
あ
り
方
に
も
よ
い
変
化

主
体
性
を
発
揮
す
る
経
験
は

教
師
に
も
必
要
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を
も
た
ら
し
た
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

柏
木
　
生
徒
の
学
び
の
姿
と
教
師
の
学
び
の

姿
は
相
似
形
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
東
京

都
・
私
立
多
摩
大
学
附
属
聖ひ

じ
り

ヶが

丘お
か

中
学
高

校
（
P. 

10
〜
13
）
で
は
、夏
季
休
業
中
に
、「
教

師
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
い
と
感
じ
る
学
び
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
、
全
教
師
が
１
講
座

ず
つ
担
当
し
、
挑
戦
す
る
楽
し
さ
を
教
師
自

身
が
味
わ
う
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
教
師
間

で
学
び
合
う
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
議
で
あ
れ
、
研
修
で
あ
れ
、
探
究
学
習
で

あ
れ
、
教
師
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
主
体
的
に

学
び
合
う
経
験
は
、
教
師
間
の
連
携
と
相
互

補
完
に
よ
い
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
ね
。

上
村
　
２
０
２
５
年
３
月
に
、
24
年
度
の
教

育
活
動
の
振
り
返
り
と
25
年
度
の
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
語
り
合
う
校
内
研
修
を
実
施

し
ま
す
。
下
向
さ
ん
の
助
言
を
踏
ま
え
て
、

本
校
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
授
業
が
分
か

る
、
学
び
た
く
な
る
」
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
け
ば
よ
い
か
、
生
徒
の
姿
を
思
い
描

き
な
が
ら
、
教
師
同
士
で
語
り
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
（
上
囲
み
）。
同
時
に
一
人
ひ
と

り
が
、
本
校
の
教
師
と
し
て
自
分
に
は
ど
の

よ
う
な
資
質
・
能
力
が
必
要
な
の
か
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

下
向
　
生
徒
の
様
子
を
語
る
自
分
を
他
者
が

受
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
、
教
師
は
安
心

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
う
す
る
中
で
、
中
堅
や
若
手
の
教
師

か
ら
意
識
や
行
動
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
ね
。

上
村
　
凸
凹
の
あ
る
私
た
ち
教
師
が
、
互
い

に
補
い
合
い
な
が
ら
集
団
と
し
て
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
管
理
職
で
あ
る
私
が
、

平
素
か
ら
率
先
し
て
教
師
一
人
ひ
と
り
の
よ

さ
を
見
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
互
い
に
補
い
合
い
、
総
体
と
し
て
高

い
資
質
・
能
力
を
発
揮
す
る
関
係
性
を
日
常

の
中
で
構
築
す
る
こ
と
は
、
働
き
方
改
革
に

も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

下
向
　
日
本
の
教
師
は
高
度
な
知
識
・
技
能

を
持
っ
て
い
る
の
に
、
学
校
の
環
境
が
原
因

で
、
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
社
会
的
に

大
き
な
損
失
で
す
。
管
理
職
の
先
生
方
が
教

師
一
人
ひ
と
り
の
言
葉
を
、
よ
い
・
悪
い
と

い
っ
た
評
価
を
す
る
前
に
、
最
後
ま
で
「
聴

く
」。
そ
れ
だ
け
で
学
校
は
変
わ
っ
て
い
く

と
、
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

柏
木
　
互
い
の
「
嘆
き
と
祝
い
」
を
共
有
す

る
場
を
つ
く
り
、
最
後
ま
で
「
聴
く
」。
各

校
の
先
生
方
に
ぜ
ひ
実
践
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
し
、
私
も
自
分
の
職
場
で
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
上
村
校
長
は
今
回
の
座
談
会
で
の
気
づ
き

を
踏
ま
え
て
、
25
年
３
月
に
、「
24
年
度
の

振
り
返
り
と
、
25
年
度
の
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
〜
25
年
度
学
校
経
営
計
画
に
つ
い
て

対
話
す
る
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
対
話
型
の

校
内
研
修
を
実
施
し
た
。
25
年
度
の
学
校
経

営
計
画
の
立
案
に
際
し
て
、
育
て
た
い
生
徒

像
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
や

目
標
値
に
、
現
場
の
教
師
の
意
見
を
盛
り
込

み
た
い
と
考
え
、
同
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。

　
教
師
間
の
対
話
が
活
発
な
も
の
に
な
る
よ

う
、
研
修
の
進
め
方
を
工
夫
し
た
。
ま
ず
は

研
修
の
冒
頭
で
、
今
回
の
研
修
の
目
的
と
テ

ー
マ
を
明
確
に
示
す
と
と
も
に
、
上
村
校
長

が
下
向
氏
と
の
対
話
か
ら
重
要
だ
と
感
じ

た
「
主
体
性
は
気
づ
く
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
説
明
。「
皆
さ
ん
の
対
話
か

ら
気
づ
き
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
、
気

づ
い
た
こ
と
を
生

か
し
て
様
々
な
ア

イ
デ
ア
が
出
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」

と
伝
え
た
。
そ
し

て
対
話
の
ル
ー
ル

と
し
て
、「
話
し
て

い
る
人
に
意
識
を

集
中
し
て
最
後
ま

で
聴
く
。
話
を
途
中
で
遮
ら
な
い
」「
ノ
ン

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
タ
ル
の
意
識
を
持
っ
て
話
を

聴
く
」「
理
解
し
た
こ
と
や
考
え
は
、
I
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
伝
え
る
」
と
説
明
し
た
。

　
参
加
し
た
20
人
の
教
師
は
、
教
務
情
報
部
、

生
徒
支
援
部
、
進
路
探
究
部
、
総
務
広
報
部

の
分
掌
ご
と
に
分
か
れ
、
各
主
任
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
対
話
を
進
め
た
。
24

年
度
の
振
り
返
り
は
、
24
年
度
の
教
育
活
動

で
の
生
徒
の
変
容
を
基
に
行
い
、
25
年
度
に

行
い
た
い
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
育
て
た

い
生
徒
の
姿
を
基
に
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　
研
修
後
、
参
加
者
か
ら
は
、「
他
の
先
生

の
話
を
聴
き
、
自
分
も
同
じ
こ
と
を
感
じ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
け
た
」「
対
話
を
通
じ
て
、

自
分
が
や
り
た
い
授
業
の
輪
郭
が
は
っ
き
り

し
て
き
た
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

写真　参加者の教職歴や役職は様々で、図
書館司書も参加。日頃見ている生徒の様子
から気づいたことを語り合った。

特集　主体的に学び合う教師集団をどうつくるか？

ま
ず
は
管
理
職
が

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を「
聴
く
」

東
京
都
立
多
摩
高
校
が
対
話
型
の
校
内
研
修
を
実
施

ウェブサイト では、研
修の進め方の工夫や参加者の気づきな
ど、本研修の詳細を紹
介しています。右記の2
次元コードからアクセス
してください。
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